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北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

ー
内
田
家
資
料
に
よ
る
｜
（
承
前
）

西

尾

陽

太

郎

一
九
一
一
年
十
月
末
か
ら
十
一
月
十
八
日
に
至
る
北
一
輝
の
十
三
通
の
「
辛
亥
革
命
報
告
書
簡
」
に
関
連
し
、
か
っ
、
そ
れ
以
後
翌
年
三
月

に
至
る
詩
状
況
を
展
開
し
て
見
せ
る
の
が
、
内
田
家
所
蔵
の
「
辛
亥
革
命
電
文
集
」
で
あ
る
。
そ
の
五
十
八
通
中
、
北
の
発
信
分
は
三
十
六
通

で
、
以
下
は
そ
れ
ら
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
ハ
前
号
に
は
電
文
総
数
五
十
九
通
と
し
た
が
、
い
ま
五
十
八
通
に
改
め
る
。
〉

十
一
月
十
四
日
、
北
と
宋
と
が
南
京
に
到
着
し
た
時
、
南
京
城
は
黄
龍
旗
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
十
二
月
二
日
に
は
、
そ
の
南
京

も
光
復
を
達
成
し
て
、
四
日
に
は
南
京
中
央
臨
時
政
府
が
成
立
す
る
。
こ
の
間
の
事
情
は
「
東
E
先
覚
志
士
記
伝
」
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
で
あ

っ
た
。南
京
は
、
は
じ
め
両
江
総
督
張
人
駿
の
指
揮
下
に
あ
っ
た
が
、
や
が
て
張
勲
の
指
揮
に
移
さ
れ
た
。
武
漢
を
回
復
し
た
官
軍
と
し
て
は
、
そ

の
大
兵
を
南
京
の
確
保
に
向
け
得
る
情
況
に
あ
っ
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
敢
え
て
し
な
か
っ
た
の
は
、
震
世
凱
が
十
一
月
十
九
日
以
後
、

南
北
妥
協
に
「
腐
心
」
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
草
命
軍
側
で
は
、
黄
興
の
子
息
の
黄
一
欧
が
南
京
攻
略
の
指
揮
を
と
り
、
そ
の
大
奮
戦
が
伝

え
ら
れ
た
が
、
そ
の
戦
略
は
岡
本
柳
之
助
の
授
け
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
中
田
群
次
・
松
本
蔵
次
・
長
江
清
介
ら
の
支
援
が
あ
っ
た
。
そ
の

革
命
軍
側
の
攻
撃
に
対
し
、
域
内
の
官
軍
中
に
内
応
者
が
出
た
た
め
、
張
勲
は
、
食
糧
欠
之
の
問
題
も
あ
っ
て
、
南
京
を
放
棄
し
た
。

こ
の
間
の
北
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
彼
の
報
告
書
簡
に
も
、
電
文
集
に
も
こ
れ
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
、
彼
の
「
外
史
」
に
は

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）

九
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南
京
攻
略
に
対
す
る
彼
の
態
度
を
「
軍
事
的
素
養
も
興
味
も
有
せ
ざ
る
不
肖
は
、
南
京
が
隣
省
聯
合
軍
の
如
何
な
る
戦
略
戦
況
の
下
に
陥
落
し

た
る
か
は
、
当
時
よ
り
知
ら
ず
、
ま
た
知
る
の
価
値
な
き
こ
と
な
り
」
と
突
き
放
し
て
い
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
に
附
随
し
た

事
実
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
「
不
肖
の
紹
介
に
よ
り
聯
合
軍
の
隊
中
に
加
は
り
し
二
三
侠

骨
君
」
が
、
南
京
攻
略
に
焦
慮
す
る
余
り
、
却
っ
て
「
燕
飲
流
連
」
し
て
戦
列
か
ら
離
れ
、
そ
の
陥
落
の
報
す
ら
か
え
っ
て
北
か
ら
「
酔
眼
呆

開
」
の
体
で
い
た
彼
ら
に
伝
え
ら
れ
、
北
は
彼
等
を
一
喝
し
た
と
い
う
。
こ
の
「
二
三
の
侠
骨
」
が
果
し
て
中
田
・
松
本
・
長
江
な
ど
に
相
当

す
る
か
否
か
、
明
ら
か
で
な
い
が
、
と
に
か
く
北
と
し
て
は
、
彼
自
身
懸
命
に
革
命
軍
へ
の
支
援
に
熱
中
す
れ
ば
す
る
程
、
他
の
日
本
人
側
の

支
援
が
皆
無
か
つ
無
益
な
も
の
に
思
わ
れ
、
こ
の
革
命
に
対
し
て
日
本
か
ら
彼
ら
に
何
の
売
る
べ
き
思
も
な
い
事
を
再
確
認
し
た
の
で
あ
ろ

う
。
「
実
に
武
漢
の
起
義
に
お
い
て
、
上
海
の
関
門
に
於
て
、
他
の
各
省
の
凡
て
に
於
て
し
か
り
し
如
く
、
最
後
の
南
京
に
於
て
も
日
本
及
日

本
人
は
革
命
に
対
し
て
何
等
感
謝
さ
る
べ
き
恩
を
佑
ら
ざ
る
立
証
た
る
も
の
に
非
ず
や
」
。
そ
し
て
「
外
史
」
に
見
ら
れ
る
こ
の
点
の
北
の
態

度
は
、
報
告
書
簡
に
も
見
ら
れ
た
が
、
以
下
電
文
集
に
も
一
貫
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
北
の
電
文
は
前
述
の
上
海
帰
着
の
報
告
例
に
続
い
て
、

十
一
月
二
十
五
日
発
「
カ
ネ
ク
ケ
ト
ラ
ラ
ヌ
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
続
く
も
の
は
、

十
二
月
一
日
発
「
黄
興
大
元
帥
、
宋
教
仁
総
理
大
臣
、
中
央
政
府
発
表
近
シ
、

(9) (8) 

漢
陽
失
敗
大
局
＝
関
係
ナ
シ
、

三
人
秘
密
品
ヤ
ル
、

キ
グ
」

で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
「
報
告
書
簡
集
」
中
に
「
電
報
往
復
」
の
部
が
あ
っ
て
、

二
通
、
内
田
か
ら
北
へ
の
指
令
的
な
電
文
が
、
こ
の

ωに
関
聯
が
あ
る
。

（
不
明
〉

ω十
一
月
日
発
「
漢
陽
陥
落
大
＝
人
気
ヲ
落
セ

p
、
南
京
ヲ
占
領
セ
パ
速
カ
ェ
政
府
ヲ
組
織
シ
、
委
員
ヲ
派
遣
セ
シ
メ
ョ
、
十
分
ノ
軍
費

ト
後
援
ト
ハ
、
僕
誓
γ
テ
コ
レ
ヲ
得
シ
メ
ジ
、
内
田
」

ω十
一
月
三
十
日
発
「
来
月
二
十
日
頃
ヲ
期
シ
、
列
国
干
渉
ノ
形
勢
ア

p
、
其
以
前
－
一
新
政
府
ヲ
組
織
セ
シ
メ
ョ
、
内
田
」

五
通
の
電
文
が
収
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
う
ち
の



が
そ
れ
で
あ
り
、
電
文
倒
は
特
に

ωに
対
す
る
返
電
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
ま
た

ωの
コ
ニ
人
秘
密
品
ヤ
ル
」
に
関
し
て
は
、
帥
十
二

月
五
日
の
電
文
末
尾
に
、
「
精
神
的
同
盟
ハ
鉄
石
ノ
如
シ
」
と
も
い
う
。
三
人
と
は
勿
論
、
貧
・
宋
・
北
の
三
人
の
こ
と
で
あ
る
。
な
お
前
号

に
電
文
番
号
制
お
よ
び
帥
と
し
た
の
は
そ
れ
ぞ
れ
肋
お
よ
び

ωの
誤
り
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
す
る
。

ま
た
、
内
田
の
指
令
に
関
す
る
北
か
ら
の
返
電
と
し
て
は
、

間
十
二
月
十
五
日
発
「
ア
サ
y
テ
頃
、
中
央
政
府
ノ
組
織
、
宋
教
仁
内
閣
顔
プ
レ
、
宋
総
理
ノ
布
政
方
針
ノ
宣
言
ヲ
発
表
ス
ベ

γ
、
講
和
ハ

君
ヨ
り
ノ
品
物
到
着
ス
ル
期
間
ノ
ミ
、
黄
元
帥
、
宋
総
理
、
ト
グ
エ
多
グ
君
ノ
奮
闘
エ
期
待
ス
ル
、
北
」

も
そ
れ
で
あ
り
、
こ
れ
が
内
田
か
ら
北
へ
の
帥
の
指
令
と
照
応
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
注
）
聞
の
電
文
中
「
講
和
ハ
云
々
」
以
下
文
末
ま
で
の
箇
所
に
は
原
文
に
誤
記
の
疑
が
あ
る
。
そ
の
た
め
か
意
味
が
不
明
で
あ
る
。
ま
た

同
電
文
中
の
「
君
ヨ

p
ノ
品
物
」
も
、
電
文
帥
の
「
グ
ロ
グ
メ
」
、
倒
の
「
黒
外
套
イ
グ
ラ
、
商
人
用
五
千
着
」
に
関
連
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
が
、
暗
号
的
な
用
語
の
た
め
、
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
電
文
の
背
後
関
係
に
つ
い
て
は
、
「
外
史
」
七
の
「
南
京
政
府
設
立
の
真
相
」
の
項
で
北
は
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。
南
京
占
領
後

宋
教
仁
は
そ
の
都
督
に
は
「
老
廃
程
徳
全
」
を
推
戴
し
て
、
彼
み
づ
か
ら
は
民
政
長
官
と
し
て
政
治
の
実
権
を
把
握
し
た
。
中
央
政
府
成
立
の

暁
に
は
黄
興
を
総
統
に
推
す
こ
と
は
、
以
前
か
ら
の
宋
と
北
と
の
聞
の
了
解
事
項
に
属
し
、
こ
の
旨
は
黄
興
に
も
伝
え
で
あ
っ
た
（
前
掲
「
報

告
書
簡
集
」
に
よ
る
〉
。
北
が
コ
ニ
人
秘
密
エ
ヤ
ル
」
と
い
う
の
が
こ
の
こ
と
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
北
と
宋
の
二
人
の
計
画
と
い
う
べ
き
で
、
そ

れ
を
北
は
紛
の
電
文
で
「
同
盟
の
実
効
着
々
と
現
は
る
」
と
内
田
に
伝
え
て
い
た
が
、
そ
の
直
後
意
外
に
も
こ
の
計
画
は
思
わ
ぬ
点
か
ら
破
綻

を
示
し
は
じ
め
、
彼
の
い
う
よ
う
に
「
大
勢
は
：
・
急
転
直
下
」
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
そ
の
破
続
の
一
つ
は
貧
興
の
大
総
統
（
大
元
帥
）
就

任
辞
退
で
あ
り
、
い
ま
一
つ
は
、
そ
の
「
大
元
帥
号
」
自
体
か
ら
生
じ
て
来
た
問
題
で
あ
る
。
黄
興
の
辞
意
は
漢
陽
の
戦
に
敗
れ
た
、
「
敗
軍

の
将
」
と
し
て
の
彼
の
自
責
の
念
か
ら
発
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
黄
自
身
、
自
己
に
代
る
べ
き
人
物
と
し
て
、
依
然
「
察
元
洪
」
を
推
し
た
点

は
別
と
し
て
も
、
と
も
か
く
こ
こ
に
新
し
く
、
大
元
帥
の
適
格
者
選
定
の
問
題
が
生
じ
た
。
し
か
も
問
題
は
こ
こ
に
止
ま
ら
ず
、
「
大
元
帥
」

北
一
輝
の
辛
亥
革
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電
文
集
に
つ
い
て
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尾
〉

九
四

の
上
に
は
「
大
総
統
」
を
必
要
と
す
る
と
の
解
釈
が
一
般
化
し
、
こ
の
大
総
統
に
は
孫
文
を
と
の
呼
び
声
が
高
く
な
っ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
「
黄
興
大
元
帥
」
案
は
北
の
発
案
で
あ
り
、
こ
の
北
の
「
日
本
人
的
発
想
」
が
中
国
の
本
来
的
な
理
解
と
矛
盾
し
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
北
自
身
が
「
外
史
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

黄
興
を
南
京
臨
時
政
府
樹
立
の
暁
に
大
総
統
に
推
す
と
い
う
北
と
宋
の
計
画
は
、
黄
興
の
漢
陽
敗
戦
後
に
至
っ
て
訂
正
の
必
要
が
感
ぜ
ら
れ

た
。
宋
は
黄
興
が
敗
軍
の
将
で
あ
る
た
め
、
「
急
逮
大
総
統
の
名
を
用
ゆ
る
こ
と
の
、
共
和
政
の
本
義
に
於
て
各
省
の
感
想
如
何
」
と
苦
慮
し

た
。
こ
れ
を
見
て
北
は
そ
の
代
案
と
し
て
、
「
日
本
人
の
頭
脳
を
以
て
革
命
戦
争
中
兵
馬
の
大
権
を
総
監
せ
ば
可
な
る
如
く
考
へ
」
て
、
「
大
元

帥
」
の
号
を
以
っ
て
黄
興
を
推
す
こ
と
を
提
案
し
、
宋
も
事
態
の
切
迫
の
た
め
熟
慮
せ
ず
、
北
と
の
「
交
慌
の
好
意
に
誤
ら
れ
」
て
合
意
し
た

「
日
本
に
於
て
大
元
帥
の
音
響
が
絶
対
至
上
権
の
感
想
を
暗
示
す
る
と
は
反
対
に
、
支
那
に

其
上
に
何
等
か
或
者
の
存
在
を
暗
示
す
」
る
も
の
で
あ
っ
た
か

こ
と
か
ら
、
後
難
が
醸
さ
れ
る
と
と
に
な
っ
た
。

於
て
は
此
の
同
一
文
字
が
古
来
、
元
帥
在
於
域
外
不
奉
天
子
之
命
の
知
く
、

ら
、
「
群
衆
は
巳
に
大
元
帥
あ
ら
ば
、
其
上
に
何
人
を
奉
ず
べ
き
か
」
と
騒
ぎ
出
し
、

こ
そ
、
こ
の
大
元
帥
の
上
に
奉
や
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
日
増
し
に
そ
の
姿
は
「
五
彩
の
光
輝
」
を
増
し
て
行
っ
た
の
だ
と
北
は
い
っ
て
い
る
。

「
孫
き
ら
い
」
の
「
宋
ひ
い
き
」
の
北
と
し
て
、
自
ら
招
い
た
と
は
い
え
こ
の
結
果
は
彼
を
悩
ま
せ
た
。
こ
の
孫
の
帰
国
、
そ
し
て
臨
時
大
総

統
就
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
周
知
に
属
す
る
し
、
北
の
感
慨
も
「
外
史
」
に
詳
細
で
あ
る
か
ら
こ
こ
に
は
省
略
す
る
と
し
て
、
北
は
十
二
月
三

十
日
、
次
の
よ
う
な
心
境
を
内
田
に
打
電
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
時
ま
さ
に
帰
国
途
上
に
あ
っ
た
「
孫
逸
仙
」

側
十
二
月
三
十
日
発
「
孫
逸
仙
ヲ
大
総
統
ト
セ
ル
ハ
、
宋
教
仁
・
張
継
ラ
ノ
意
志
－
一
シ
テ
、
黄
興
ハ
総
理
大
臣
グ
ル
ベ
シ
、
黄
ハ
繋
元
洪
派

ヨ
p
敗
北
ノ
将
ト
シ
テ
軽
シ
ゼ
ラ
レ
、
地
位
危
グ
、
且
ッ
、
孫
ノ
立
ツ
コ
ト
ハ
欧
米
ユ
対
シ
共
和
制
ノ
信
用
ト
ナ

p
、
其
承
認
ヲ
求
ム
ル
－
一

便
ア
リ
、
宋
教
仁
ハ
重
要
ナ
ル
内
閣
ノ
一
一
椅
子
ヲ
占
メ
、
且
ツ
法
典
編
纂
局
ノ
総
裁
グ
ル
予
定
ナ
リ
、
繋
ハ
副
大
総
統
ノ
見
込
ミ
、
之
レ
エ

テ
大
調
和
ハ
統
一
ヲ
得
グ
リ
、
宋
ハ
孫
マ
グ
ハ
黄
ノ
乾
児
ト
シ
テ
立
グ
ズ
、
各
省
代
表
者
ノ
上
ニ
有
ス
ル
勢
力
ト
南
京
エ
オ
ケ
ル
実
力
ヲ
以

テ
、
恰
モ
孫
・
黄
ヲ
自
己
ノ
領
土
ニ
迎
ユ
ル
観
ア
リ
、
両
人
（
原
文
「
ヨ
オ
ニ
ン
」
、
四
人
カ
）
ノ
誠
意
ト
セ
ル
調
和
ハ
確
実
ニ
中
華
民
国
ノ
基



礎
ヲ
定
ム
、
御
安
堵
ヲ
乞
フ
、
北
」

従
来
両
者
一
体
的
に
取
扱
わ
れ
て
来
た
「
宋
・
黄
」
が
、
「
孫
・
黄
」
と
一
括
さ
れ
る
の
は
、
宮
崎
活
天
の
す
す
め
に
よ
っ
て
黄
興
が

「
孫
文
壇
下
の
一
使
徒
」
と
な
り
了
っ
た
と
見
る
北
の
心
境
を
示
し
て
い
る
。
宋
に
傾
倒
し
、
孫
に
批
判
的
な
北
と
し
て
、
孫
・
宋
・
賞
・
饗

そ
こ
で
も
改
ま
っ
て
、
「
宋
は
孫
・
黄
の
乾
児
に
非
ず
」
と
の
一
句
を
添
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ

い
ま

四
人
の
大
調
和
は
喜
ぶ
と
し
て
も
、

る。

2 

さ
て
、
電
文
間
以
下
側
ま
で
の
各
電
文
に
は
、
上
述
以
外
の
問
題
も
介
存
す
る
。
一
つ
は
「
送
金
」
の
問
題
で
あ
る
。
前
述
来
の
、
陳
其
美

に
対
す
る
借
金
返
済
に
つ
い
て
、
内
田
宛
に
資
金
送
付
方
を
申
送
っ
た
が
、
其
後
内
田
か
ら
は
音
沙
汰
な
か
っ
た
ら
し
く
、

ω「
カ
ネ
ワ
ケ
ト

グ
ノ
ム
」
の
他
、
十
二
月
十
五
日
に
は
、
借
金
の
他
に
生
活
費
の
問
題
も
あ
っ

ラ
ヌ
、
キ
グ
」
や
、

制
の
末
尾
の
「
五
百
信
用
ニ
サ
ワ
ル
、

て
、
制
「
カ
ネ
ナ
シ
、
グ
ノ
ム
」
と
打
電
し
て
い
る
。

と
北
は
い
っ
て
い
る
。
そ
の
帰
国
の
理
由
と
し
て
は
、
恐
ら
く
前
号
に
紹
介

し
た
電
文

ωの
、
宋
教
仁
か
ら
内
田
・
杉
山
宛
の
感
謝
電
報
に
予
約
さ
れ
て
い
た
「
謝
使
」
と
し
て
の
帰
国
の
件
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
十

二
月
中
句
に
至
っ
て
、
革
命
政
府
の
「
共
和
政
体
」
に
関
し
て
、
内
田
か
ら
の
電
文
に
対
す
る
反
論
と
説
得
の
た
め
の
帰
朝
が
必
要
と
な
っ
て

と
こ
ろ
で
十
二
月
五
日
発
の
仰
で
は
、
「
十
日
内
我
帰
京
ス
」

来
て
い
る
。

間
十
二
月
十
八
日
発
「
満
州
朝
廷
ヲ
意
味
セ
ザ
ル
君
主
政
治
ト
ハ
了
解
エ
苦
シ
ム
、
黄
興
天
皇
・
孫
逸
仙
皇
帝
・
震
世
凱
陛
下
ト
イ
フ
ガ
如

キ
ハ
、
今
日
ノ
支
那
エ
企
ツ
ベ
カ
ラ
ズ
、
支
那
ノ
共
和
制
ハ
米
国
ノ
ホ
シ
ヤ
グ
エ
非
ズ
、
歴
史
ト
現
状
ト
ニ
基
グ
自
治
ノ
発
現
ニ
シ
テ
、
特

日
本
マ
グ
ハ
英
露
ノ
君
主
制
ニ
影
響
ヲ
及
ポ
ス
ト
ミ
ル
ハ
杷
憂
ノ
ミ
、

－
一
各
省
聯
邦
ヲ
斥
ケ
テ
、
日
本
ノ
中
央
集
権
制
ヲ
根
本
ニ
採
用
ス
、

葛
生
君
来
ラ
パ
詳
細
エ
陳
述
シ
、
同
君
ト
共
ニ
吾
レ
、
東
京
エ
行
グ
、
キ
グ
」

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て
（
西
尾
）

九
五



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て
（
西
尾
〉

九
六

「
外
史
」
に
は
、
「
即
ち
長
州
元
老
等
の
発
意
な
る
べ
き
満
清
皇
帝
を
存
続
せ
し
め
、
立
憲
君
主
政
を
樹
て
、

妥
協
す
べ
し
と
の
勧
告
是
れ
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
日
本
政
府
と
し
て
は
当
時
こ
の
方
針
を
も
っ
て
英
国
に
も
打
診
中
で
あ
り
、
そ
の
協

力
方
を
求
め
て
い
た
。
即
ち
、
十
一
月
二
十
八
日
、
内
国
外
相
は
在
英
山
座
代
理
大
使
に
訓
令
し
、
「
帝
国
政
府
の
所
見
を
以
て
す
れ
ば
、
清

内
田
か
ら
の
来
電
に
つ
い
て

国
の
今
日
に
応
ず
べ
き
最
良
の
方
策
は
、
共
和
説
の
如
き
実
に
疎
き
空
論
を
放
棄
す
る
と
同
時
に
、

際
上
漢
人
に
依
れ
る
政
治
を
行
な
ふ
の
他
な
か
る
べ
く
云
々
」
と
い
い
、
山
座
は
こ
の
趣
旨
を
以
っ
て
十
二
月
一
目
、

行
な
っ
て
い
る
（
日
本
外
交
年
表
並
主
要
文
書
上
）
。
こ
の
内
田
か
ら
の
電
報
を
見
た
宋
教
仁
の
顔
色
は
、
「
見
る

fx土
の
如
く
な
る
を
見
た
り
」

と
北
は
言
う
。
そ
し
て
宋
自
身
も
「
万
事
を
放
榔
し
て
日
本
に
行
か
ん
」
と
決
意
し
た
が
、
同
時
に
北
も
急
速
帰
日
の
必
要
を
痛
感
し
た
に
違

亡
、
O

B
U
V
4
L
H
3
u
v
 

：
・
満
洲
朝
廷
名
義
上
の
統
治
の
下
に
、
実

英
国
側
に
申
入
れ
を

し
か
し
彼
等
を
め
ぐ
る
諸
情
勢
は
、
必
ず
し
も
悲
観
的
な
も
の
ば
か
り
で
も
な
い
。
日
本
政
府
か
ら
の
申
入
れ
に
対
す
る
英
国
側
の
態
度
は

「
中
国
の
立
憲
君
主
制
に
は
同
意
な
る
も
、
干
渉
は
望
ま
ず
」
と
い
う
の
で
あ
り
（
前
掲
書
）
、
北
が
内
田
か
ら
前
述
の
電
報
を
受
取
っ
た
十
八

日
に
、
米
国
は
日
本
の
意
向
に
反
し
て
「
厳
正
中
立
」
を
回
答
し
て
来
た
。
そ
し
て
こ
の
「
政
体
」
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
列
国
の
欲
し
た
と

こ
ろ
は
、
中
国
の
官
・
革
両
軍
の
和
平
の
成
立
に
あ
り
、
二
十
日
に
は
日
英
米
仏
独
露
六
国
上
海
領
事
の
、
官
・
革
代
表
者
に
対
す
る
和
平
回

復
に
つ
い
て
の
注
意
喚
起
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
（
前
掲
書
〉
。
震
世
凱
は
も
と
よ
り
南
北
妥
協
に
腐
心
中
で
も
あ
り
、
こ
う
し
て
大
勢
は
十

日
後
の
民
国
元
年
一
月
一
日
の
中
華
民
国
成
立
へ
の
発
足
を
迎
え
る
に
至
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
段
階
に
至
れ
ば
、
北
の
帰
日
の
必
要
性
も

宋
教
仁
渡
白
の
決
意
も
そ
れ
な
り
に
薄
れ
つ
つ
あ
る
が
、
北
と
し
て
は
こ
の
よ
う
な
経
過
に
お
け
る
日
本
政
府
の
外
交
的
立
場
が
、
今
後
の
日

中
関
係
に
支
障
を
遣
す
こ
と
を
憂
え
、
そ
の
警
告
を
内
田
に
打
電
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
電
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

帥
十
二
月
二
十
日
発
「
東
京
及
ピ
ロ
シ
ド
シ
ヨ
リ
民
立
報
其
他
一
一
来
リ
グ
ル
日
英
干
渉
ノ
報
告
で
甚
シ
キ
悪
感
ヲ
起
シ
グ
リ
、

本
ノ
援
助
モ
深
キ
ワ
グ
ガ
ヒ
ヲ
以
テ
見
ラ
レ
、
特
ニ
信
頼
ノ
程
度
深
カ
り
シ
、
ダ
ヶ
、
日
本
ニ
対
ス
ル
反
感
、
甚
グ
シ
キ
各
所
ノ
有
力
者
－
一

ダ
メ
ニ
日

知
レ
ワ
グ
リ
、
九
偲
ノ
功
ヲ
一
賛
＝
欠
グ
ノ
ク
ラ
ミ
ア
リ
、
或
種
ノ
電
報
ノ
如
キ
、
握
リ
ッ
プ
シ
掲
載
サ
セ
ザ
ル
モ
、

日
本
ガ
干
渉
ノ
発
案



者
グ
P
ト
マ
デ
誤
解
シ
オ
ル
＝
ハ
困
ル
、
杉
山
氏
共
＝
山
県
・
桂
両
公
エ
説
キ
、
外
務
省
ヲ
圧
迫
セ
シ
メ
ョ
、
葛
生
＝
話
シ
帰
ヘ
ス
、
キ
グ
」

こ
れ
に
対
す
る
内
田
の
返
電
は
慰
撫
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
見
え
、
折
返
し
北
は

（
大
カ
）

ω十
二
月
二
十
一
日
発
「
ケ
サ
ノ
電
報
グ
ト
満
足
、
約
束
承
知
、
今
後
ノ
方
策
帰
京
報
告
ス
」

と
打
電
し
た
。
電
文
仰
は
十
二
月
二
十
四
日
発
、
恐
ら
く
内
田
か
ら
の
北
の
帰
国
の
日
時
間
合
せ
に
対
す
る
葛
生
の
返
電
と
考
え
ら
れ
る
も
の

で
、
「
北
、
今
夜
南
京
ヨ

p
帰
ル
、
帰
p
次
第
確
答
ス
」
と
あ
り
、
北
も
宋
教
仁
と
の
打
合
せ
の
た
め
に
南
京
に
赴
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。
っ

い
で帥
十
二
月
二
十
七
日
発
「
急
＝
帰
ル
、
百
ス
グ
送
レ
」

凶
十
二
月
二
十
九
日
発
「
受
取
y
グ
、
帰
京
遅
レ
ル
」

の
二
通
の
電
文
を
北
の
発
信
と
す
れ
ば
、
北
は
終
に
帰
京
せ
ず
に
了
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
但
し
こ
の
電
文
は
あ
る
い
は
葛
生
の
発
信
と
も

考
え
ら
れ
る
点
も
あ
る
）
。
以
前
か
ら
の
宿
題
で
あ
っ
た
「
送
金
」
の
件
も
、
ま
た
「
帰
日
」
の
件
も
、
こ
の
よ
う
な
形
で
一
応
ケ
H
が
つ
い

た
か
と
思
わ
れ
る
。

3 

以
上
、
電
文
集
制
か
ら
帥
ま
で
の
う
ち
、
帥
が
未
紹
介
で
あ
る
。

伺
十
二
月
十
二
日
発
「
黄
興
・
宋
教
仁
・
陳
其
美
・
呉
廷
芳
・
李
平
書
ノ
名
儀
－
一
テ
、
年
利
七
分
＝
テ
、

契
約
ヲ
ナ
シ
、
現
金
受
入
レ
ノ
コ
ト
ヲ
委
任
ス
、
宋
教
仁
・
陳
其
美
」

こ
の
件
は
、
そ
の
前
後
の
事
情
を
次
の
関
連
電
文
が
物
語
っ
て
い
る
。

側
一
九
一
二
年
一
月
十
八
日
発
「
大
総
統
ヨ

p
ノ
外
交
顧
問
ノ
委
任
証
書
送
ル
、
固
グ
秘
密
、
電
報
書
面
、
皆
我
レ
当
テ
ユ
セ
ョ
、
葛
生
－
一

聞
ヶ
、
北
」

三
井
ヨ

F
三
十
万
円
借
入
レ
ノ
仮

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
一
竜
文
集
に
つ
い
て

ハ
西
尾
〉

九
七



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（西尾）

九
八．

側
一
月
二
十
五
日
発
コ
ニ
十
万
円
借
款
ノ
成
立
、
御
骨
折
深
グ
感
謝
ス
、

其
ノ
他
ノ
御
運
動
費
ト
シ
テ
受
取
ラ
レ
グ
シ
、
宋
教
仁
」

こ
の
側
に
対
し
て
内
田
は
宋
教
仁
あ
て
に
謝
金
辞
退
の
意
を
打
電
し
て
い
る
。

「
三
井
借
款
成
立
－
一
付
、
感
謝
ノ
電
文
快
グ
受
ケ
グ
り
、
運
動
費
ハ
小
生
之
ヲ
辞
退
、
其
代
り
北
氏
へ
幾
分
ノ
運
動
費
ヲ
与
ヘ
ラ
レ
シ
コ
ト

一
万
五
千
円
、
文
・
呉
氏
ヨ
リ
持
参
ノ
害
、
軽
少
ナ
ガ
ラ
、
外
交

ヲ
希
望
ス
、
内
田
」

こ
の
電
文
は
「
電
文
集
」
に
そ
の
「
写
し
」
が
倒
の
裏
に
か
き
こ
ま
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
電
文
に
よ
っ
て
、
革
命
軍
に
対
す

る
三
井
の
三
十
万
円
借
款
の
事
実
は
知
ら
れ
る
が
、
な
お
そ
の
詳
細
は
、
別
に
内
国
家
に
存
す
る
一
綴
の
関
係
資
料
に
よ
っ
て
窺
知
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
以
下
に
そ
れ
ら
を
紹
介
す
る
。

ω
委
任
状
「
令
委
任
内
田
良
平
為
外
交
顧
問
此
状
、
中
華
民
国
臨
時
大
総
統
孫
文
、
中
華
民
国
元
年
正
月
十
五
日
」

同
「
証
、
て
金
二
拾
五
万
四
百
二
十
一
円
也
。
右
明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
四
日
附
契
約
ノ
軍
器
代
金
ト
シ
テ
正
＝
請
取
候
也
。

明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
四
日
三
井
物
産
株
式
会
社
社
長
三
井
八
郎
次
郎

中
華
民
国
政
府
上
海
都
督
府
代
理
人
内
田
良
平
殿
」

仙

w

膳
第
一
号
「
証
、
今
回
三
井
物
産
株
式
会
社
上
海
支
店
ヨ
リ
黄
興
・
朱
諜
三
・
陳
其
美
・
王
一
一
苧
・
張
静
江
等
ノ
連
帯
保
証
ヲ
以
テ
、

中
華
民
国
政
府
上
海
都
督
府
へ
、
金
参
拾
万
円
貸
渡
ノ
契
約
ヲ
ナ
シ
グ
ル
－
一
付
、
該
契
約
＝
基
キ
中
華
民
国
政
府
ノ
代
理
人
グ
ル
内
田
良
平

（
以
下
単
ニ
内
田
ト
称
ス
）
ト
、
三
井
物
産
株
式
会
社
（
以
下
単
三
一
一
井
ト
称
ス
）
ト
ノ
間
エ
左
ノ
通
p
契
約
ス
。

第
一
条

三
井
ハ
其
上
海
支
店
ノ
締
結
セ
ル
契
約
エ
拠

p
、
金
三
十
万
円
ヲ
内
田
＝
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス

第
二
条
内
田
ハ
別
紙
明
細
書
ノ
軍
器
ヲ
三
井
ノ
手
ヲ
経
テ
購
買
ス
ル
コ
ト
ヲ
約
シ
、
右
代
金
二
十
五
万
四
百
二
十
一
円
ハ
前
条
ノ
借
受
金

額
三
十
万
円
ノ
内
ヲ
以
テ
直
＝
之
ヲ
支
払
ヒ
、
差
引
残
金
四
万
九
千
五
百
七
十
九
円
ヲ
受
領
ス
ル
モ
ノ
ト
ス

但
金
員
ノ
授
受
－
一
就
テ
ハ
別
－
一
受
取
証
ヲ
作
成
ス
ル
モ
ノ
ト
ス



第
三
条
借
受
金
三
十
万
円
＝
対
シ
テ
ハ
、
本
契
約
調
印
ノ
日
ヨ
リ
一
カ
年
八
分
五
厘
ノ
利
子
ヲ
償
還
ノ
日
迄
支
払
フ
モ
ノ
ト
ス

右
結
約
ノ
証
ト
シ
テ
本
書
二
通
ヲ
作
り
各
其
一
通
ヲ
領
有
ス
ル
者
也

明
治
四
十
五
年
一
月
日
三
井
物
産
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長

中
華
民
国
政
府
上
海
都
督
府
代
理
人
内
田
良
平
印

右
保
証
人
大
江
卓
印

右
保
証
人

三
井
八
郎
次
郎

印

小
美
田
隆
義

印
L 

ω 
謄
第
二
号
軍
器
供
給
品
目
（
筆
者
ニ
ヨ
ル
省
略
筒
所
多
シ
〉

て
三
十
一
年
式
連
射
野
砲
六
門
、
中
略
（
一
個
中
隊
編
成
分
云
々
）
右
槽
弾
一
千
発
、
右
楠
霞
弾
四
千
発

一
、
三
十
一
年
式
速
射
山
砲
、
略
（
向
上
）
右
栴
弾
一
千
発
、
右
楠
霞
弾
四
千
発

て
機
関
銃
三
門
、
同
実
包
十
五
万
発

此
代
金
二
十
五
万
四
百
二
十
一
円
也
。
右
ハ
呉
川
出
沖
本
船
船
側
渡
ノ
約
品
付
、
本
船
到
着
次
第
遅
滞
ナ
グ
、
中
華
民
国
政
府
上
海
都
督
府
－
－

於
テ
引
取
ノ
事
。
以
上
」

「
膳
第
三
号
」
は
前
出
倒
「
受
領
証
」
の
写
し
、
「
謄
第
四
号
」
は
欠
落
、
「
謄
第
五
号
」
は
三
十
万
円
に
つ
い
て
の
、
上
海
都
督
府
特
派
員
文

錫
震
と
呉
嶋
（
電
文
間
中
の
「
文
・
呉
」
両
人
）
か
ら
の
代
理
人
内
田
良
平
宛
の
「
受
領
証
」
で
、
明
治
四
十
五
年
一
月
二
十
五
日
付
で
あ
る
。

「
謄
第
六
号
」
は
「
軍
器
供
給
品
価
格
表
」
で
あ
る
。
原
本
は
詳
細
で
あ
る
が
い
ま
省
略
し
て
示
せ
ば
、

「
速
射
砲
単
価
八
、
四
六

O
円
、
楢
弾
単
価
一
五
円
九
七
銭
、
溜
譲
弾
単
価
一
三
円
九
七
銭
、
三
十
一
年
式
速
射
山
砲
二
、
四
三
一
円
、
機

関
銃
一
、
七
八
五
円
、
同
実
包
五
五
円
」

以
上
の
ほ
か
、
借
款
に
対
す
る
返
済
方
請
求
の
書
類
も
、
内
田
家
に
現
存
す
る
。
そ
の
一
は
、
明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
日
付
、
内
田
よ
り
よ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）

九
九
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海
都
督
府
陳
其
美
・
宋
教
仁
宛
、
返
済
期
限
（
七
月
二
十
四
日
〉

宛
、
「
返
済
方
法
」
に
つ
い
て
の
問
合
せ
で
、
六
月
二
十
五
日
付
で
あ
る
。

こ
の
他
、
内
田
家
に
は
、
以
上
の
契
約
に
関
す
る
往
復
電
文
の
草
稿
或
は
写
し
と
思
わ
れ
る
も
の
が
現
存
す
る
。
い
ま
筆
者
の
メ
モ
に
よ
っ

て
紹
介
す
る
が
、
差
出
人
や
宛
名
不
明
の
も
の
や
、
難
読
の
箇
所
も
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
正
確
を
保
し
難
い
。
以
下
順
序
不
同
に
列
記
す
る
。

ω
「
三
井
家
ト
僕
ト
ノ
協
定
－
一
依
レ
パ
、
上
海
－
一
於
テ
貴
下
等
借
受
人
ト
支
店
ト
ノ
間
z
於
テ
借
款
契
約
ヲ
締
結
シ
、
其
ノ
成
立
ト
共
＝
本

店
エ
向
y
テ
支
店
ヨ
り
成
立
ノ
旨
ヲ
告
グ
、
貴
下
ヨ
り
ハ
又
三
井
本
店
＝
金
銭
受
授
ハ
内
田
昌
委
任
セ
ル
ヲ
以
テ
渡
セ
ト
ノ
電
報
、
夫
＝
テ

ス
ム
コ
ト
ュ
ナ

p
居
レ
り
、
右
ノ
旨
、
支
店
長
品
話
サ
セ
、
本
店
ヨ
リ
モ
支
店
＝
尚
ホ
通
告
セ
シ
ム
ベ
シ
」

切
迫
の
通
知
状
で
あ
り
、
他
は
三
井
物
産
の
「
山
本
条
太
郎
」

か
ら
内
田

(2) 

「
三
十
万
円
契
約
書
類
完
了
ノ
上
ハ

O
O
－
－
テ
誰
三
渡
ス
カ
貴
方
＝
テ
委
任
状
ヲ
造

p
、
其
ノ
氏
名
ヲ
電
信
セ
ヨ
ト
、
三
井
本
店
ヨ

p
支
店

－
一
電
報
セ

p
。
今
夜
中
、
手
続
シ
テ
、
内
田
エ
金
三
十
万
受
取
レ
ト
電
会
ア
り
グ
シ
」

ある。）

（
ウ
ラ
に
「
上
海
松
崎
ホ
テ
ル
宋
教
仁
」
と
あ
り
。
宛
名
で

制
「
原
口
よ
り
書
状
丈
送
る
と
電
報
せ
し
は
、
更
に
数
百
万
の
借
款
を
な
し
購
入
発
送
の
意
な
り
。
三
井
と
の
借
款
は
、
品
物
を
閉
店
よ
り

買
入
の
交
換
条
件
に
て
な
り
。
直
段
高
き
た
め
、
文
・
呉
両
君
は
鴎
躍
す
。
併
し
買
は
ざ
れ
ば
借
款
破
談
と
な
ら
ん
。
此
成
否
は
他
の
借
款

の
成
否
に
関
し
、
且
つ
目
下
外
交
上
の
暗
潮
あ
り
、
遅
疑
を
許
さ
ず
。
忍
び
て
迅
速
買
入
を
命
ぜ
よ
」

（
十
二
月
十
四
日
、
内
回
発
北
宛
）

ω 

「
依
頼
人
内
田
良
平
、
麻
布
グ
シ
ス
町
五
十
五
、
昨
夜
原
口
ヨ
リ
電
報
ノ
件
ハ
、
非
常
ナ
ル
苦
心
ヨ
リ
成
レ
ル
モ
ノ
故
、
機
逸
ス
ペ
カ
ラ

ズ
。
返
電
速
＝
頼
ム
。
内
因
。
宛
名
松
崎
ホ
テ
ル
、
キ
グ
テ
ル
ジ
ロ

l
」

(5) 

「
原
口
氏
の
長
崎
よ
り
出
立
す
る
に
間
に
合
ふ
様
、
五
日
迄
に
右
の
件
の
電
報
を
打
て
る
様
に
取
調
べ
お
き
下
さ
れ
た
し
。
此
度
の
外
債

の
分
合
、
手
数
、
利
子
等
、
日
露
戦
争
中
の
外
債
募
集
の
条
件
等
、
尚
明
日
お
目
に
か
か
り
、
委
細
の
お
話
は
致
さ
す
ベ
し
。
（
右
、
小
美

田
よ
り
の
電
話
に
候
な
り
と

コ
ニ
井
本
店
ヨ
リ
支
店
＝
対
シ
テ
ハ
直
品
打
電
セ
シ
ム
ベ
シ
。
但
シ
僕
ト
三
井
本
店
ト
ノ
協
定
ハ
総
テ
整
ヒ
居
ル
ヲ
以
テ
、
上
海
ノ
手
続

(6) 



(7) 

完
了
次
第
、
更
＝
貴
下
ヨ
リ
三
井
本
店
＝
対
シ
、
受
授
一
切
内
田
ニ
委
任
セ
ル
旨
打
電
サ
レ
ヨ
。
余
日
ナ
シ
、
急
速
進
捗
ヲ
乞
フ
」

「
鉄
砲
発
送
ノ
グ
メ
、
三
十
万
円
無
担
保
六
ヶ
月
期
限
年
利
七
分
－
一
テ
、
三
井
ヨ
リ
借
款
ノ
内
約
成
立
セ
リ
。
借
主
責
任
者
ト
シ
テ
、
黄

興
・
宋
教
仁
・
陳
其
美
・
伍
建
芳
・
李
平
書
ノ
承
諾
ヲ
得
、
至
急
返
電
セ
ヨ
。
本
借
款
ハ
三
井
家
非
常
ナ
ル
厚
意
ヲ
以
テ
承
諾
セ
ラ
レ
グ
ル

(8) 

モ
ノ
ナ
レ
パ
、
其
旨
特
ニ
承
知
ア
リ
グ
シ
。
」

「
貴
下
一
一
金
円
受
取
方
委
任
ノ
電
報
ス
ル
事
ヲ
本
店
ヨ
リ
支
店
ニ
打
電
セ
シ
メ
ヨ
、

（
宋
教
仁
宛
）

委
任
状
ヲ
持
チ
テ
東
京
ニ
行
グ
コ
ト
ノ
不
可
能
ナ
ル

事
情
ハ
支
店
モ
承
知
セ
リ
o
」

ハ
宋
教
仁
発
内
問
良
平
宛
）

(9) 

「
野
砲
十
二
円
、
山
砲
十
二
門
、
加
農
砲
楢
弾
砲
二
円
、
機
関
砲
四
十
円
、
小
銃
一
万
挺
、
各
弾
丸
附
属
、
右
一
週
間
内
ニ
発
送
ス
ル
グ

メ
、
三
十
万
円
無
担
保
六
カ
月
期
限
年
利
七
分
ニ
デ
、
三
井
ヨ
リ
借
款
ノ
内
約
成
立
セ
リ
。
借
主
グ
ル
名
義
人
、
黄
興
・
宋
教
仁
・
陳
其
美

・
伍
廷
芳
・
李
平
書
－
一
テ
差
支
ナ
キ
コ
ト
及
其
借
入
契
約
及
金
銭
受
取
方
委
任
電
報
ヲ
、
宋
教
仁
・
陳
其
美
ノ
名
ヲ
以
テ
、
内
田
良
平
宛
、

至
急
報
－
一
テ
即
答
セ
ヨ
。
」

（
十
二
月
十
一
日
、
原
口
発
、
北
線
次
郎
宛
）

制

「
三
井
ノ
借
款
ハ
今
日
破
談
申
込
ム
筈
、
其
理
由
ハ
借
款
条
件
利
息
年
七
分
、
期
限
六
ヶ
月
ハ
、
当
初
三
井
本
店
ヨ
リ
ノ
提
案
ヲ
採
用
シ

グ
ル
ニ
拘
ハ
ラ
ズ
、
サ
キ
ユ
ハ
支
店
ヨ
リ
期
限
ハ
一
ヶ
月
ト
云
出
シ
、
今
又
七
分
ノ
利
息
ヲ
パ
八
分
五
厘
ト
変
更
セ
シ
ヨ
シ
、
斯
ル
不
信
行

為
ハ
大
ニ
責
メ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
而
シ
テ
革
命
軍
ニ
於
テ
モ
、
人
ヲ
派
シ
吾
人
ニ
依
頼
シ
ナ
ガ
ラ
、
事
成
ル
ニ
及
y
J
ア
、
決
行
ニ
戸
時
膳
ス
ル

ナ
ド
、
相
方
ト
モ
吾
人
ノ
面
白
ヲ
破
ル
モ
ノ
ア
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ
。
然
ル
ニ
吾
人
ハ
衷
心
革
命
ニ
賛
同
ス
ル
モ
ノ
ナ
レ
パ
、

件
ト
責
任
ト
ヲ
具
備
シ
依
頼
ア
レ
パ
、
今
後
モ
尽
力
ヲ
惜
マ
ザ
ル
ベ
シ
。
右
ノ
事
情
、
貴
下
ヨ
リ
幹
部
一
一
説
明
ヲ
乞
フ
。

リ
居
ル
）
取
替
ノ
二
千
円
ハ
至
急
送
付
ヲ
頼
ム
。
」

改
メ
テ
相
当
ノ
条

大
江
（
非
常
エ
困

結
局
借
款
は
契
約
さ
れ
、
電
文
側
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
、
宋
か
ら
の
感
謝
状
が
内
田
に
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
日
本
人
と
し
て
、
ま
た
高
田
商
会
に
対
し
て
「
武
器
献
上
」
を

強
い
る
程
の
北
と
し
て
は
、
資
本
家
の
商
人
根
性
に
対
し
て
は
不
信
感
が
あ
り
、
こ
の
際
も
内
田
に
向
っ
て
、
一
本
の
釘
を
さ
す
電
文
を
、
そ

こ
の
制
は
恐
ら
く
内
田
か
ら
北
宛
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
経
緯
を
辿
っ
た
の
ち
、

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（西尾）

。
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。

の
契
約
成
立
と
同
時
に
送
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

間
一
月
二
十
五
日
発
「
三
井
・
高
田
・
大
倉
等
ヨ
リ
買
入
レ
グ
ル
武
器
ハ
不
完
全
ノ
モ
ノ
、
又
ハ
純
然
グ
ル
廃
物
多
グ
、

日
本
人
一
同
ノ
不
信
用
ヲ
釆
グ
セ
リ
。
相
当
知
識
ア
ル
軍
人
ヲ
出
シ
テ
、
文
・
吾
君
ト
共
ニ
厳
密
ニ
検
査
ノ
上
、
受
取
－
フ
レ
グ
シ
。
僕
及
ピ

宋
君
＝
対
ス
ル
不
信
用
ハ
、
直
チ
ェ
外
交
上
エ
影
響
ス
。
北
」

グ
メ
ニ
関
係
セ
ル

4 

以
下
、
総
計
五
十
八
通
の
電
文
中
、
聞
か
ら
側
ま
で
三
十
三
通
で
あ
る
が
、

そ
の
中
か
ら
既
出
の
凶
・
側
・
削
の
三
通
を
除
い
て
大
別
す
る

とて
宋
教
仁
の
渡
日
に
関
す
る
も
の
、
側
・
倒
－

m・
側
・
酬
・
削
・
幽
・
側
・
倒
・
闘
の
十
通

二
、
日
本
と
草
命
政
府
聞
の
関
係
を
語
る
も
の
、
そ
の
報
告
な
い
し
警
告
、

ω・
削
重
出
・
幽
・
凶
・
間
・
刷
重
出
の
六
通

三
、
革
命
軍
救
援
な
い
し
借
款
に
関
す
る
も
の
、
開
・
倒
・
闘
の
三
通

四
、
其
他
雑
件
十
三
通

で
あ
る
。

日
本
側
の
中
国
に
対
す
る
立
憲
君
主
制
の
希
望
に
北
と
宋
が
深
憂
を
抱
き
な
が
ら
、

そ
の
渡
日
の
決
意
が
状
況
の
推
移
に
よ
っ
て
後
退
し
た

事
情
に
つ
い
て
は
既
に
見
た
。
明
け
て
民
国
元
年
、
そ
の
一
月
一
日
か
ら
三
月
十
日
ま
で
の
政
治
情
況
は
、
孫
文
の
臨
時
大
総
統
就
任
か
ら
南

北
講
和
交
渉
、
二
月
十
二
日
の
清
朝
の
終
鷲
を
経
て
、
震
世
凱
の
臨
時
大
総
統
就
任
に
至
る
、
極
め
て
流
動
的
な
も
の
で
あ
り
、
特
に
宋
教
仁

の
地
位
は
そ
の
中
で
次
第
に
不
安
定
な
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
闘
に
見
ら
れ
る
北
の
満
々
た
る
か
の
如
き
自
信
も
実
は
「
日
本
向
け
」
の

ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
も
あ
り
、
北
自
身
へ
の
自
己
説
得
的
な
一
解
釈
で
は
あ
っ
て
も
、
事
実
は
む
し
ろ
悲
観
的
な
情
況
を
は
ら
ん
で
い
た
事
は
、
彼

「
支
那
の
革
命
議
会
は
此
の
国
家
主
義
の
代
表
者
、
民
族
運
動
の
指
導
者
（
宋

l
筆
者
）
を
漢
好
の
震
に

が
「
外
史
」
に
語
る
通
り
で
あ
る
。



於
て
否
決
（
宋
の
内
務
総
長
の
就
任
を
）
し
た
り
：
・
之
を
要
す
る
に
故
宋
君
は
、
黄
擁
立
の
不
合
理
と
、
孫
に
譲
歩
せ
る
時
の
一
歩
の
不
注
意
と

の
た
め
に
其
の
頭
首
を
賭
し
て
企
て
た
る
中
央
政
府
設
立
と
同
時
に
身
先
づ
其
門
外
に
駆
逐
せ
ら
れ
た
る
も
の
な
り
と
す
」
。
そ
し
て
こ
の
事

自
体
、
た
と
え
宋
が
新
し
く
南
京
共
和
政
府
成
立
の
通
告
お
よ
び
日
中
両
国
関
係
樹
立
の
た
め
の
使
節
と
し
て
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
宋
の

遣
日
使
節
と
し
て
の
資
格
を
多
分
に
失
な
わ
し
め
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
北
も
痛
感
せ
ざ
る
を
得
ぬ
点
で
あ
っ
た
。
「
遣
日
全
権
代

表
は
孫
君
に
排
斥
せ
ら
れ
て
日
本
に
亡
命
せ
ん
と
す
る
も
の
な
る
か
、
諸
君
の
汚
辱
せ
し
失
敗
者
を
導
き
て
、
是
れ
革
命
政
府
を
代
表
し
て
、

交
戦
団
体
の
承
認
を
求
め
ん
が
た
め
来
れ
り
と
は
、
不
肖
の
故
国
に
欺
き
言
ふ
能
は
ざ
る
所
な
り
。
孫
君
自
身
が
己
に
宋
に
中
心
よ
り
全
権
を

代
表
せ
し
む
る
者
に
非
ず
。
南
京
を
出
づ
る
時
、
八
分
権
代
表
た
り
、
上
海
を
発
す
る
時
、
五
分
権
代
表
た
り
、
長
崎
に
達
し
て
三
分
権
代
表

た
ら
ば
、
諸
君
は
彼
に
何
者
を
期
待
せ
ん
と
す
る
か
。
：
・
不
肖
は
断
じ
て
行
く
能
は
ず
、

に
絶
望
し
な
が
ら
、
電
文
に
は
最
後
ま
で
強
気
を
装
い
つ
づ
け
て
い
る
。

宋
も
亦
然
る
べ
し
と
」
。

こ
う
し
て
北
は
宋
の
渡
臼

側
一
月
四
日
発
「
大
日
本
ノ
外
交
ハ
最
モ
重
大
ナ
ル
ガ
故
て
宋
教
仁
ハ
内
務
大
臣
ノ
位
置
ヲ
腹
心
ノ
士
エ
替
ェ
、

本
ニ
向
ハ
シ
ト
イ
フ
、
尚
法
典
編
纂
局
総
裁
ハ
兼
任
ス
ベ
シ
、
明
後
日
確
実
－
一
決
定
報
告
ス
、
北
」

自
ラ
全
権
ヲ
帯
ピ
テ
日

宋
が
法
制
編
纂
局
総
裁
と
な
る
こ
と
に
は
、
北
の
勧
告
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
「
内
務
大
臣
交
替
」
之
は
北
の
苦
し
い
言
い
の
が
れ
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
北
と
し
て
は
、
宋
へ
の
傾
倒
と
愛
着
と
か
ら
、
実
情
は
と
も
あ
れ
、
日
本
側
の
宋
に
対
す
る
積
極
的
な
歓
迎
に
よ
っ
て
、

宋
の
地
位
の
回
復
を
願
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
次
の
電
文
に
も
う
か
が
わ
れ
る
。

い
ま
一
度
、

府
全
体
ハ
彼
ノ
日
本
行
ヲ
希
望
シ
ツ
ツ
ア
リ
ト
イ
ヘ
ド
モ
、

ヲ
要
ス
、

問
一
月
二
十
五
日
発
「
宋
君
日
本
ニ
行
キ
、
無
意
義
ニ
終
ル
ナ
一
フ
パ
、
彼
ノ
勢
力
ヲ
傷
ツ
ヶ
、
従
γ
テ
日
本
ノ
利
権
一
一
影
響
ス
ベ
シ
、
中
央
政

日
本
ヲ
誠
心
ヨ
リ
信
頼
セ
ル
彼
ノ
成
功
ガ
確
実
ノ
見
込
ナ
キ
聞
で
ナ
ホ
考
慮

新
政
府
ヲ
他
ノ
諸
国
ニ
先
シ
ジ
テ
承
認
ス
ル
覚
措
ア
ラ
パ
、

日
本
ハ
南
方
中
心
ノ
講
和
ヲ
監
視
ス
ル
覚
悟
ト
、

日
本
ニ
向
フ
ベ
シ
、
此
行
ハ
機
密
エ
非
ズ
、
日
本
モ
マ
グ
朝
野
ヲ
ア
ゲ
テ
歓
迎
セ
ラ
レ
グ
シ
、
日
華
両
国
ノ
第
一
ノ
血
盟
、
日
本
ノ
優
越
権

ハ
、
彼
ヲ
成
功
セ
シ
ム
ル
ト
彼
ヲ
歓
迎
ス
ル
コ
ト
、
ユ
ア
リ
、
親
米
派
ノ
人
々
ハ
、
今
日
表
面
ノ
看
板
一
一
過
ギ
ザ
レ
ド
モ
、
彼
ノ
不
成
功
ハ

（
宋
ハ
）
直
チ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て
（
西
尾
）

一O
三



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一O
四

親
日
派
ト
共
＝
日
本
ノ
勢
力
失
墜
ヲ
来
グ
シ
、
親
米
派
ヲ
シ
テ
全
権
ヲ
振
ハ
シ
ム
ベ
シ
、
現
在
＝
於
テ
、
各
省
次
官
殆
シ
ド
全
部
、
彼
ノ
盟

友
ニ
シ
テ
、
法
制
院
総
裁
ハ
伊
藤
公
ノ
如
キ
地
位
、
参
議
院
－
一
失
敗
セ
ル
経
験
ヨ
リ
、
今
日
過
半
数
、
彼
ノ
味
方
＝
引
入
レ
タ
リ
、
彼
ヲ
日

本
－
一
於
テ
成
功
セ
シ
ム
ル
事
ハ
、
日
本
ノ
全
然
ノ
勝
利
グ
ル
ベ
シ
、
予
メ
権
力
者
ノ
意
ヲ
探
リ
テ
御
返
事
折
返
シ
グ
ノ
ム
、
北
」

こ
こ
に
は
ま
さ
に
、
「
宋
の
成
功
」
と
「
日
本
の
利
権
の
優
越
」
と
が
両
天
秤
に
か
け
ら
れ
て
い
る
。
当
時
、
宋
の
渡
日
に
対
す
る
日
本
側
の

態
度
も
足
並
の
揃
っ
た
も
の
で
な
く
、
外
務
と
軍
部
、
軍
部
部
内
で
の
陸
軍
と
海
軍
、
陸
軍
部
内
で
の
陸
軍
省
と
参
謀
本
部
な
ど
の
、
対
中
国

意
見
に
は
対
立
的
な
も
の
も
あ
っ
て
、
日
本
を
挙
げ
て
の
宋
歓
迎
に
は
到
り
得
ず
、
要
は
南
北
講
和
決
定
待
ち
で
あ
っ
た
。
民
間
在
野
の
有
志

聞
で
も
、
頭
山
・
犬
養
ら
は
こ
の
南
北
妥
協
を
非
と
し
、
南
京
政
府
の
確
立
を
希
望
し
て
い
な
が
ら
、
遣
日
全
権
と
し
て
は
「
何
天
畑
」
を
指

名
し
た
と
い
わ
れ
〔
「
外
史
」
に
よ
る
〉
、
内
田
は
葛
生
を
渡
支
さ
せ
て
宋
教
仁
の
来
日
を
勧
説
さ
せ
、
政
友
会
の
小
川
平
吉
も
二
月
九
日
、
宋
の

来
日
を
勧
誘
し
た
（
「
東
亜
先
覚
志
土
記
伝
」
〉
。
こ
れ
に
軍
部
官
僚
一
部
の
震
世
凱
支
持
、
外
務
省
系
な
い
し
西
国
寺
内
聞
か
ら
桂
内
閣
へ
の
政
府

側
の
日
和
見
的
立
場
を
合
せ
考
え
る
時
、
宋
の
来
日
に
対
す
る
日
本
側
の
積
極
性
は
決
定
的
で
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

一
方
、
宋
教
仁
の
側
で
も
事
情
は
ほ
ぼ
似
た
も
の
が
あ
っ
た
。
孫
文
と
宋
教
仁
と
の
対
立
関
係
は
、
個
人
的
に
は
と
も
か
く
、
広
東
派
と
湖

南
派
の
対
立
は
従
来
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
し
、
彼
ら
二
人
を
取
巻
く
日
本
人
の
聞
に
も
、
例
え
ば
北
が
宋
を
担
ぎ
、
宮
崎
が
孫
を
担
ぎ
、
池
享

吉
の
演
説
が
却
っ
て
孫
文
を
困
惑
さ
せ
る
と
い
う
、
ひ
い
き
の
引
倒
し
に
な
り
か
ね
な
い
有
様
も
見
ら
れ
、
そ
う
し
た
中
で
宋
自
身
は
、
か
な

り
の
強
度
で
、
当
時
進
捗
中
の
南
北
妥
協
、
つ
ま
り
は
震
世
凱
臨
時
大
総
統
説
に
傾
き
つ
つ
あ
り
、
そ
の
た
め
に
、
渡
支
し
た
頭
山
・
犬
養
な

ど
を
す
ら
ツ
シ
ボ
桟
敷
に
置
い
て
顧
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
内
田
の
要
請
で
、
北
と
し
て
は
あ
く
ま
で
宋
の
渡
日
の
実
現
に
努
力
し
、

つ
い
に
実
現
を
見
ず
に
終
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
一
度
び
は
殆
ん
ど
決
定
的
な
も
の
に
な
っ
た
と
見
え
な
が
ら
、

間
一
月
二
十
七
日
発
「
ワ
レ
明
日
南
京
一
一
ユ
キ
、
宋
君
ノ
日
本
行
キ
ヲ
決
ス
、
北
」

側
一
月
二
十
八
日
発
「
宋
君
ト
共
－
一
北
君
が
日
本
ユ
ユ
グ
事
＝
決
定
ス
、
（
下
略
）
原
口
」

そ
の
渡
支
中
止
の
理
由
の
一
つ
は
次
の
電
文
に
よ
る
と
、
日
本
側
の
錯
雑
し
た
状
況
で
あ
ろ
う
。



側
二
月
三
日
発
「
犬
養
君
ユ
孫
逸
仙
氏
ヨ
リ
ノ
依
頼
リ
ア
シ
コ
ト
ハ
事
実
ナ
レ
ド
モ
、
同
君
ガ
政
府
攻
撃
ノ
態
度
＝
出
デ
ラ
レ
シ
事
ハ
、
孫

氏
モ
期
待
セ
ザ
ル
所
ナ

p
、
革
命
党
ノ
幹
部
ヲ
ア
グ
テ
、
日
本
政
府
庁
ヨ
ピ
国
民
＝
感
謝
シ
ツ
ツ
ア
ル
事
ハ
偽
り
ナ
ラ
ザ
ル
ヲ
断
言
ス
ル
ト

共
ェ
、
革
命
政
府
ト
シ
テ
ハ
、
日
本
ノ
朝
野
ヲ
論
ゼ
ズ
、
一
様
＝
承
認
ノ
尽
力
ヲ
乞
フ
ハ
当
然
ナ

p
、
唯
グ
孫
逸
仙
・
黄
輿
ノ
周
囲
ニ
肝
ル

人
々
で
凡
テ
国
民
党
主
義
ナ
ル
ガ
故
＝
、
或
二
三
氏
ヲ
重
視
ス
ル
ガ
如
グ
誤
解
サ
ル
ル
モ
、
宋
教
仁
、
既
＝
大
総
統
ノ
委
任
、
参
議
院
ノ

決
議
＝
ヨ
リ
テ
遺
日
全
権
代
表
グ
リ
、
事
イ
ヤ
シ
グ
モ
日
本
＝
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
、
言
々
宋
教
仁
－
一
聞
キ
、
孫
逸
仙
深
グ
傾
倒
シ
テ
全
権
ヲ
委

ス
、
而
シ
テ
小
心
翼
々
、
隠
レ
グ
ル
参
画
者
ト
シ
テ
、
小
生
怠
ラ
ザ
ラ
シ
コ
ト
ヲ
努
ム
、
御
安
心
栴
運
動
ヲ
乞
フ
、
北
」

受
入
側
の
日
本
に
不
整
合
が
あ
っ
た
の
に
照
応
し
て
、
中
国
側
に
も
前
述
の
事
情
の
他
に
、
親
日
派
と
親
米
派
の
対
立
が
あ
っ

そ
し
て
、
日
本
に
対
す
る
不
信
感
の
増
大
が
あ
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
か
ら
、
北
と
し
て
は
こ
の
点
を
、

ら
、
日
本
の
輿
論
を
喚
起
す
る
と
同
時
に
、
宋
の
渡
日
に
よ
っ
て
す
べ
て
を
回
復
し
た
い
と
熱
望
し
た
。

て、

日
本
の
利
権
問
題
に
か
ら
め
な
が

幽
二
月
六
日
発
「
宋
君
ノ
遺
日
全
権
代
表
ト
シ
テ
日
本
エ
向
フ
ハ
、
親
日
派
ト
シ
テ
ハ
運
命
ヲ
一
挙
品
決
セ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
、
余
ハ
日
本
ノ

利
益
ノ
グ
メ
、
彼
ノ
行
ヲ
決
セ
シ
ム
ル
ノ
必
要
－
一
迫
ラ
レ
グ
リ
、
革
命
ノ
初
メ
、
（
革
命
派
ガ
）
ド
イ
ツ
エ
万
餅
ノ
怨
ミ
ヲ
抱
キ
、
日
本
ノ

侠
義
＝
傾
倒
シ
グ
ル
所
以
ハ
、
軍
人
ト
武
器
ト
ガ
、
南
北
ユ
対
立
シ
テ
供
給
セ
ラ
レ
グ
ル
ガ
故
ナ
リ
、
同
情
ノ
声
ハ
日
本
一
国
エ
限
ラ
ズ
、

各
国
競
ヒ
テ
挙
グ
ル
所
、
ド
イ
ツ
本
国
ノ
輿
論
ト
イ
ヘ
ド
モ
然
リ
、
グ
グ
同
情
ハ
、
事
実
＝
現
ラ
ハ
シ
テ
、
援
助
即
チ
軍
人
ト
武
器
ノ
供
給

ヲ
敢
エ
テ
シ
グ
ル
日
本
ハ
、
外
交
ノ
勝
利
者
ナ
リ
キ
、
シ
カ
ル
＝
武
昌
エ
オ
イ
テ
、
日
本
軍
人
及
ピ
浪
人
ハ
言
フ
エ
忍
ピ
ザ
ル
二
十
五
万
円

ノ
非
行
ヲ
働
キ
テ
、
日
本
人
入
ル
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ノ
立
札
ヲ
立
テ
シ
メ
、
各
商
館
ハ
南
京
エ
廃
銃
ノ
甚
シ
キ
モ
ノ
ヲ
売
り
ツ
ケ
グ
リ
、
武
昌
ト

南
京
ハ
全
支
那
ノ
注
目
ノ
集
ル
所
、
日
本
ハ
天
下
ノ
公
共
＝
立
チ
テ
援
助
ヲ
誓
言
シ
テ
、
感
謝
ヲ
集
メ
、
而
シ
テ
愚
弄
ヲ
ホ
シ
イ
マ
マ
ユ
シ

グ
り
、
軍
人
ト
武
器
－
一
ヨ
り
テ
結
パ
レ
グ
ル
日
本
ノ
外
交
ハ
、

y
レ

ラ

疑

心

ヨ

り

断

絶

シ

テ

、

ム

シ

ロ

、

信

頼

－

一

対
ス
ル
反
動
ア
リ
、
日
本
ノ
本
国
ハ
、
十
分
－
一
援
助
セ
シ
ト
シ
、
革
命
政
府
ハ
マ
グ
、
十
分
品
感
謝
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
グ
グ
ツ
ノ
間
ノ
連
鎖
グ

ル
モ
ノ
悉
グ
断
絶
シ
、
大
多
数
輿
論
、
及
ピ
親
米
派
ハ
、
日
清
戦
争
以
来
ノ
日
本
観
ヲ
以
テ
、
親
日
主
義
者
、
及
ピ
日
本
国
ノ
同
情
ヲ
無
視

ド
イ
ツ
ト
択
プ
所
ナ
グ
、

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一O
五



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

カ

セ
シ
ト
ス
、
本
国
ノ

y
レ
ガ
（
主
旨
）
支
那
ノ
輿
論
＝
貫
徹
セ
ザ
ル
ノ
時
ハ
、
直
チ
＝
親
日
主
義
者
ノ
失
脚
ナ
リ
、
現
＝
以
上
ノ
非
難
ヲ

ア
ゲ
テ
、
各
省
ノ
代
表
ノ
参
議
員
ハ
、
特
＝
日
本
ヲ
ノ
ミ
重
視
ス
ル
ノ
理
由
ナ
キ
ヲ
述
べ
、
宋
ノ
行
ヲ
阻
マ
シ
ト
シ
グ
リ
、
ラ
フ
ァ
イ
z
y

ト
ラ
ノ
個
人
的
援
助
＝
於
テ
ス
ラ
、
米
国
独
立
後
、
優
越
権
ハ
仏
国
＝
帰
セ
リ
、
城
ヲ
枕
＝
死
ス
ベ
シ
ト
豪
語
シ
テ
武
昌
ノ
高
塁
エ
上
り
、

（
西
尾
〉

一O
六

黄
興
ト
共
エ
漢
陽
ノ
戦
列
エ
立
チ
シ
時
、
全
支
那
ハ
感
激
ヲ
以
テ
震
構
シ
グ

p
、
日
本
ノ
優
越
権
ハ
其
時
＝
確
立
シ
グ
ル
筈
ナ

p
、
武
器
ノ

購
入
＝
於
テ
モ
、
近
日
一
外
国
商
館
ノ
非
行
ア
ロ
シ
時
、
悉
グ
見
本
品
ト
同
一
ニ
取
替
ヘ
シ
メ
、
延
引
ノ
日
毎
＝
罰
金
ヲ
科
シ
、

y
ノ
貿
蝉

ヲ
彼
等
ノ
面
前
エ
テ
斬
リ
殺
シ
グ
リ
、
シ
カ
モ
日
本
ヨ
リ
セ
ル
廃
銃
、
赤
錆
ピ
グ
ル
大
砲
、
不
足
弾
丸
、
廃
物
ノ
刻
印
ア
ル
機
関
銃
＝
対

シ
、
何
事
モ
イ
ハ
ザ
ル
ハ
、
日
本
ノ
同
情
＝
対
ス
ル
礼
ナ
リ
ト
明
言
セ

p
、
三
ヶ
月
以
前
ノ
好
感
ト
、
掌
ヲ
ヒ
ル
ガ
ヘ
ス
如
キ
今
日
ノ
悪
感

ト
ハ
、
日
本
＝
於
テ
ハ
想
像
－
一
能
ハ
ザ
ル
所
＝
シ
テ
、
マ
グ
何
等
ノ
報
告
モ
得
ザ
ル
ベ
シ
、
実
エ
日
清
・
北
清
・
日
露
ノ
三
戦
役
＝
ヨ
リ
テ

曙
屈
セ
ル
悪
感
ヲ
一
掃
シ
テ
、
日
華
両
国
ヲ
精
神
ノ
根
底
ヨ
リ
結
合
セ
シ
メ
ジ
ト
ス
ル
ユ
ハ
、
グ
グ
現
時
ノ
時
期
エ
於
テ
、
両
国
ノ
当
局
、

互
＝
冒
険
ヲ
敢
ヘ
テ
ス
ル
ノ
外
ナ
グ
、
余
ハ
単
万
直
入
、
日
本
国
民
ノ
同
情
ト
、
日
本
政
府
ノ
援
助
ト
ヲ
、
全
支
那
エ
周
グ
知
ラ
シ
メ
ル
ノ

他
、
一
ノ
道
グ
モ
ナ
キ
コ
ト
ヲ
断
言
ス
、
日
本
ハ
革
命
ノ
援
助
ヲ
誓
言
ス
ル
特
権
、
特
＝
日
本
一
国
＝
派
遣
セ
ラ
ル
ル
全
権
代
表
ヲ
受
グ
ル

ノ
特
権
＝
省
ミ
テ
、
各
国
共
同
一
致
ト
イ
フ
ノ
常
套
語
ヲ
以
テ
ス
ベ
カ
ラ
ズ
、
支
那
ノ
革
命
ハ
、
日
本
ノ
対
支
那
政
策
ノ
革
命
ナ
リ
、
各
国

ヲ
無
視
シ
テ
、
日
本
ノ
ミ
ノ
全
権
ヲ
派
ス
ル
冒
険
エ
対
シ
テ
、
日
本
ノ
朝
野
、
マ
グ
等
シ
グ
官
険
ヲ
辞
セ
ザ
ル
ベ
キ
ヲ
信
ズ
、
十
二
三
日
頃

上
海
発
、
ヮ
レ
一
船
先
キ
、
北
」

こ
の
最
後
の
部
分
に
告
げ
ら
れ
た
北
の
帰
目
、
宋
の
渡
日
は
、
し
か
し
つ
い
に
延
期
に
な
っ
た
。

倒
二
月
十
七
日
発
「
宋
教
仁
＝
対
ス
ル
流
言
＝
ツ
イ
テ
ハ
、
返
電
ノ
必
要
ナ
グ
ト
思
ヒ
捨
テ
置
キ
グ
リ
、
余
ハ
今
日
マ
デ
、
一
点
ノ
誤
り
ヲ

打
電
セ
ズ
、
余
ノ
報
告
ハ
全
部
ノ
信
用
ヲ
要
求
ス
、
六
日
ノ
畏
電
＝
、
武
器
ト
軍
人
ト
＝
ヨ
V

テ
結
パ
レ
グ
ル
外
交
ノ
連
鎖
ハ
、
連
鎖
y
ノ

者
ノ
非
行
－
一
ヨ
リ
テ
却
y
テ
反
動
的
悪
感
ヲ
生
ジ
、
参
議
院
ハ
日
本
ヲ
ノ
ミ
重
シ
ジ
テ
、
全
権
代
表
ヲ
派
ス
ル
ヲ
非
難
シ
グ
H
ト
報
ジ
グ

ル
筈
、
ノ
チ
、
理
由
ヲ
説
明
ス
ル
エ
及
ピ
、
全
会
一
致
、
宋
ノ
行
ヲ
賛
セ
ル
ハ
南
京
ヨ
リ
返
電
ノ
如
シ
、
池
君
＝
就
テ
ハ
、
余
、
内
閣
ノ
一



員
ト
参
議
院
ノ
一
員
＝
特
使
ヲ
派
シ
テ
処
分
ヲ
求
メ
グ
リ
、
彼
ハ
直
チ
＝
秘
書
ヲ
剥
奪
サ
レ
グ
ル
ハ
御
承
知
ノ
通
H
、

小
問
題
、
宋
君
ハ
時
局
急
転
ノ
グ
メ
出
発
延
期
、
北
」

「
池
君
云
々
」
の
件
は
「
外
史
」
に

「
池
君
が
革
命
の
説
明
に
渇
望
せ
る
日
本
内
地
に
帰
り
て
、
武
漢
は
孫
逸
仙
の
命
令
を
待
た
ず
し
て
発
せ
る
も
の
な
り
と
い
う
主
意
の
大
阪

に
於
け
る
演
説
」
を
行
な
い
、
「
孫
君
は
此
の
功
を
窃
む
の
流
言
を
掲
げ
た
る
新
聞
紙
を
差
し
つ
け
て
一
喝
せ
ら
る
る
や
、
池
君
が
己
の
莫

逆
の
友
な
る
事
も
、
己
を
香
港
に
迎
え
て
大
総
統
の
栄
位
を
受
く
る
に
至
ら
し
め
し
保
護
者
な
り
し
こ
と
を
も
顧
ず
し
て
、
蒼
慢
其
の
委
任

せ
し
大
総
統
秘
書
を
取
消
さ
ざ
る
を
得
ざ
り
き
」

但
シ
、

モ
ト
ヨ

p

と
い
う
、
前
述
ひ
い
き
の
引
倒
し
の
件
で
あ
る
。
宋
の
出
発
延
期
は
、
震
世
凱
と
孫
文
と
の
妥
協
策
進
行
の
結
果
、
二
月
十
三
日
、
孫
文
が
大

総
統
を
辞
し
た
こ
と
、
お
よ
び
、
宋
も
ま
た
震
の
南
京
入
り
の
歓
迎
使
の
一
員
と
し
て
北
上
す
る
と
い
う
事
情
の
た
め
で
、
宋
の
渡
日
は
こ
れ

以
後
に
も
、
各
地
に
お
け
る
反
意
運
動
の
、
武
昌
を
中
心
と
す
る
再
統
一
の
気
運
の
高
ま
り
と
共
に
、
北
に
よ
っ
て
い
ま
一
度
は
試
み
ら
れ
る

が
、
こ
れ
ま
た
実
現
を
見
ず
に
終
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
そ
の
関
係
電
文
を
列
記
し
て
お
く
。

制
三
月
二
日
発
「
宋
氏
至
急
渡
日
ス
、
夫
レ
マ
デ
列
国
干
渉
、
極
力
防
禦
ヲ
望
ム
」

側
三
月
十
二
日
発
「
武
昌
ヲ
中
心
ト
セ
ル
大
同
団
結
成
リ
、
六
国
借
款
ヲ
問
題
ト
シ
テ
、
家
内
閣
顕
覆
ス
ベ
シ
、
今
、
大
勢
震
＝
向
ヒ
、
排

日
感
情
甚
シ
キ
ハ
、
南
京
政
府
ガ
、
震
ノ
外
交
術
＝
陥
り
グ
ル
為
メ
エ
シ
テ
、
震
ハ
日
本
－
一
一
依
頼
セ
ル
出
兵
ヲ
以
テ
、
外
人
ノ
流
言
ヲ
ナ
サ

シ
メ
、
恐
日
病
ヲ
利
用
シ
、
孫
ガ
漢
冶
非
ノ
借
款
＝
於
テ
利
権
ヲ
割
キ
グ
ル
不
手
際
ヨ

p
、
震
ヨ
リ
大
借
款
ヲ
ナ
シ
テ
難
局
ヲ
救
フ
ベ
シ
ト

戸
言
サ
ル
ル
エ
ヨ
ル
ノ
ミ
、
警
告
期
間
ニ
テ
、
日
本
ヲ
中
心
ト
ス
ル
ヲ
宋
君
武
昌
ノ
委
任
ヲ
受
ケ
テ
行
グ
マ
デ
待
テ
、
決
シ
テ
分
立
マ
グ
ハ

不
統
一
品
非
ズ
、
中
心
ガ
北
京
グ
ル
ト
武
昌
グ
ル
ト
ニ
ヨ
り
テ
、
日
本
ハ
外
交
ノ
勝
敗
ヲ
決
ス
ル
モ
ノ
ナ

p
、
葛
生
」

こ
の
時
の
葛
生
は
内
田
の
命
に
よ
っ
て
三
月
頃
再
度
南
京
に
赴
き
、
北
上
し
た
宋
を
追
っ
て
北
京
に
入
り
、
宋
の
渡
日
を
勧
誘
し
た
も
の
で

あ
る
由
が
、
「
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
」
に
見
え
る
。
聞
の
電
文
中
、
「
警
告
期
間
」
の
四
字
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
原
文
の
こ
の
箇
所
は
数
字

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）

一O七



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（西尾）

一O
八

暗
号
で
緩
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
秘
密
を
要
す
る
字
句
で
為
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
電
文
集
は
す
べ
て
ロ
ー
マ
字
電
報
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
主
要
な
も
の
に
は
、
当
時
内
田
良
平
の
手
許
で
醗
読
文
が
添
付
さ
れ
た
。
そ
の
内
田
方
の
醗
読
に
よ
れ
ば
、
そ
の
数
字
は
そ
れ
ぞ
れ
、
「
兄
」

・
「
国
」
・
「
凡
」
・
「
款
」
に
当
る
が
、
そ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
、
「
警
告
期
間
」
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
「
六
（
又
は
四
）

国
借
款
」
で
は
あ
る
ま
い
か
。
（
電
文
倒
参
照
）

倒
三
月
十
二
日
発
「
葛
生
氏
北
京
ヨ
リ
打
電
セ
ル
当
時
ハ
大
勢
南
京
ヲ
去
り
、
只
統
一
ヲ
急
ト
ス
ル
全
国
輿
論
＝
ヨ
リ
テ
、
宋
君
一
時
ノ
決

意
Z

過
ギ
ズ
、
二
氏
帰
来
、
更
ニ
第
二
ノ
反
動
ト
シ
テ
、
武
昌
＝
大
勢
ヲ
導
グ
ノ
容
易
ナ
ル
ヲ
見
、
実
＝
意
外
－
一
進
行
シ
ツ
ツ
ア
ル
ェ
驚
キ

グ
リ
、
竹
芝
館
＝
ア
ル
曹
人
鳳
ノ
子
息
モ
陳
有
龍
モ
、
比
大
発
展
ハ
知
ラ
ザ
ル
筈
、
全
力
ヲ
挙
グ
テ
助
ケ
ラ
レ
グ
シ
、
就
テ
ハ
六
国
借
款
ヲ

震
ノ
手
エ
テ
成
立
セ
シ
メ
ザ
ル
方
針
ヲ
採
リ
、
軍
君
、
各
省
都
督
・
震
・
孫
・
饗
ラ
ュ
打
電
シ
、
上
海
都
督
代
表
者
ハ
参
議
院
ユ
テ
各
省
ト

通
ジ
、
ト
エ
カ
グ
宋
ノ
渡
日
迄
、
破
壊
ス
ル
運
動
始
マ
ル
、
日
本
ハ
シ
パ
ラ
グ
他
ノ
五
国
ヲ
勧
メ
テ
観
望
的
態
度
ヲ
採
ル
コ
ト
ュ
全
力
ヲ
ア

グ
ラ
レ
グ
シ
、
統
一
ハ
実
＝
根
抵
深
キ
国
民
的
要
求
＝
シ
テ
、
震
ハ
此
ノ
要
求
ヲ
自
己
＝
利
用
シ
テ
、
成
功
セ
シ
ト
シ
グ
ル
程
ナ
レ
パ
、
必

ズ
憂
フ
ベ
カ
ラ
ズ
、
唯
統
一
ノ
中
心
点
ヲ
、
湖
南
・
湖
北
ノ
地
エ
於
テ
ス
ル
コ
ト
ハ
、
統
一
其
ノ
モ
ノ
ノ
確
実
ノ
グ
メ
＝
モ
絶
対
必
要
ナ
リ
、

日
本
ハ
ア
ワ
テ
テ
ハ
、
此
草
命
期
エ
オ
イ
テ
悪
感
ヲ
得
グ
ル
－
一
止
マ
ル
ペ
夕
、
繋
ヨ

p
特
別
＝
依
頼
モ
ア
ル
筈
、
安
全
＝
シ
テ
批
難
ナ
キ
担

保
モ
提
供
ス
ル
筈
、
コ
ノ
電
文
ハ
当
局
ト
一
二
元
老
以
外
＝
ハ
断
ジ
テ
見
セ
ル
ナ
、
洩
レ
テ
ハ
万
事
休
ス
、
北
」

5 

「
支
那
ノ
革
命
ハ
日
本
ノ
対
支
那
政
策
ノ
革
命
ナ

p
」
（
電
文
削
）
と
は
、
こ
の
時
期
の
北
の
、
日
本
に
対
す
る
警
告
中
、
最
も
注
目
す
べ
き

も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
以
上
の
詩
情
況
を
解
説
し
た
「
外
史
」
の
七
「
南
京
政
府
設
立
の
真
相
」

と
八
「
南
京
政
府
崩
壊
の
経
過
」
は
、
こ
の

観
点
か
ら
の
日
本
批
判
な
の
で
あ
っ
た
。

北
の
「
対
支
政
策
の
革
命
」
は
、
そ
の
内
容
と
し
て
、

て
新
共
和
国
た
る
中
華
民
国
承
認
、

二
、
そ
の
完
全
な
る
独
立
樹
立
の
た
め
の
一



貫
し
た
革
命
政
府
支
援
、
三
、
日
本
の
英
米
追
従
的
で
な
い
独
自
の
対
支
提
携
、
四
、
従
っ
て
資
本
主
義
的
、
帝
国
主
義
的
行
動
の
否
認
、
五
、

中
国
に
対
す
る
一
切
の
支
配
者
意
識
の
放
棄
、
六
、
中
国
の
プ
ラ
イ
ド
尊
重
と
相
互
平
等
的
信
頼
感
に
基
く
結
合

あ
る
。
以
下
の
電
文
は
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

側
一
月
二
十
日
発
「
南
北
講
和
ハ
領
土
保
全
ノ
上
ヨ
リ
、
両
政
府
ト
モ
エ
希
望
シ
、
成
立
ス
ベ
シ
、
日
本
ハ
南
方
中
心
ノ
講
和
ヲ
促
進
セ
シ
ム

ル
従
来
ノ
方
針
ト
、
露
国
ノ
南
（
方
）
政
策
エ
対
シ
テ
、
日
露
戦
争
以
来
ノ
国
是
ヲ
以
テ
、
援
助
的
態
度
ヲ
一
貫
ス
ベ
キ
事
ヲ
信
ズ
、
政
体
発
表

（
同
盟
）
関
係
の
樹
立
等
で

ニ
ツ
イ
テ
誤
解
ア
ル
ベ
シ
ト
臨
モ
、
革
命
党
ノ
一
致
ス
ル
ト
コ
ロ
ハ
、
日
本
的
中
央
集
権
ト
、
日
本
的
郡
県
制
度
ナ
リ
、
支
那
ノ
完
全
ナ
ル

独
立
つ
日
本
ノ
絶
対
的
必
要
ニ
シ
テ
、
日
本
ハ
従
来
ノ
援
助
的
行
動
ヲ
再
強
化
ス
ル
上
ニ
於
テ
モ
、
南
方
中
心
ノ
態
度
ヲ
変
ゼ
ザ
ル
ヲ
要

ハ
カ
）

ス
、
講
和
後
、
国
民
議
会
、
憲
法
起
草
委
員
会
ト
進
ム
ニ
従
ヲ
テ
、
日
本
的
思
想
ノ
様
相
ヲ
見
ル
ベ
グ
、
新
共
和
国
が
案
外
ニ
専
制
的
中
央

集
権
的
ニ
驚
グ
ベ
シ
、
日
本
政
府
ハ
、
既
ニ
革
命
－
一
於
テ
、
唯
一
ノ
外
交
的
勝
利
者
ナ
リ
、
講
和
ノ
終
結
ニ
於
テ
、
従
来
ノ
態
度
ヲ
一
貫
シ

テ
、
有
終
ノ
美
ヲ
モ
グ
ラ
ス
ベ
シ
、
至
急
権
力
者
ノ
意
志
ヲ
確
カ
メ
テ
詳
細
返
電
セ
ヨ
、
我
大
ニ
活
動
ノ
道
ア
リ
、
北
」

こ
の
仰
は
多
分
に
希
望
的
観
測
に
立
ち
、
且
つ
北
自
身
の
革
命
政
府
と
の
一
体
的
関
係
か
ら
の
発
言
で
あ
る
が
、
従
来
の
日
中
関
係
に
つ
い
て

の
新
生
面
打
開
の
た
め
の
基
本
的
姿
勢
と
し
て
も
、
正
当
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
掲
削
は
、
そ
う
し
た
新
し
い
日
中
関
係
樹
立
に

阻
害
と
な
る
要
因
と
し
て
の
、
日
本
側
の
背
信
行
為
を
響
し
め
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
其
処
か
ら
、
軍
人
・
商
人
・
浪
人
ら
の
背
信
行
為
が
、

相
互
信
頼
に
基
く
事
で
北
自
身
が
築
き
上
げ
て
来
た
、
誇
列
強
中
の
日
本
の
優
位
を
破
壊
す
る
こ
と
に
彼
は
烈
し
い
怒
り
を
向
け
、
か
つ
日
中

従
来
の
対
中
外
交
を
革
命
的
に
転
換
す
る
意
味
で
の
ー
が
強
調
さ
れ
た
の
で

両
国
結
合
の
た
め
の
日
本
側
の
「
冒
険
」
｜
欧
米
に
追
随
せ
ず
、

あ
っ
た
。

回
二
月
十
九
日
発
「
講
和
ノ
希
望
及
ピ
可
能
ハ
、
余
ノ
遠
キ
以
前
ヨ
り
屡
々
打
電
シ
グ
ル
処
、
日
本
ノ
或
人
々
ガ
危
慎
又
ハ
疑
惑
ヲ
抱
グ

ハ
、
今
日
迄
ノ
経
過
及
ピ
南
北
連
絡
ノ
秘
密
ヲ
解
セ
ザ
ル
杷
憂
ノ
ミ
、
震
ハ
革
命
政
府
ヲ
承
認
シ
、
革
命
政
府
ノ
参
議
院
ノ
推
挙
＝
ヨ
リ
テ

大
統
領
グ
ル
モ
ノ
、
首
府
ノ
問
題
ト
ハ
係
リ
ナ
シ
、
種
々
ノ
臆
説
流
言
ヲ
報
ズ
ル
モ
ノ
ア
ル
ベ
シ
ト
雄
モ
、
震
ノ
南
京
一
二
度
来
ル
コ
ト
ハ

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

ハ
西
尾
）

一O
九



北
一
輝
の
辛
亥
一
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（西尾）

一一

O

余
必
ズ
断
言
ス
、
戎
者
ハ
震
ノ
グ
メ
エ
革
命
ノ
無
意
義
エ
終
ル
ベ
キ
ヲ
言
フ
モ
、
之
レ
震
ノ
勢
力
ヲ
過
大
視
γ
、
革
命
党
ヲ
過
小
視
ス
ル
、

（カ）

革
命
以
前
ノ
先
入
思
想
品
捉
ヘ
ラ
ル
ル
モ
ノ
、
孫
君
直
チ
ユ
辞
シ
、
参
議
院
全
会
一
致
、
統
一
大
総
統
ヲ
推
挙
シ
グ
ル
Z

見
テ
モ
、
革
命
党

ガ
自
己
ノ
勢
力
＝
頼
ム
処
ア
ル
ヲ
察
ス
ペ
シ
、
要
ス
ル
ュ
講
和
ノ
勢
ヲ
速
メ
グ
ル
近
因
ハ
、
明
ヵ
＝
蒙
古
独
立
、
及
ピ
日
本
ノ
態
度
－
一
疑
フ

ベ
キ
ヲ
見
グ
ル
ガ
グ
メ
品
シ
テ
、
外
聞
ノ
観
察
者
ノ
思
フ
ヨ

p
モ
、
（
革
命
派
ノ
行
動
ハ

l
筆
者
）
誠
実
ナ
ル
日
本
的
挙
国
一
致
ナ
リ
、
遣
日

全
権
代
表
ハ
、
講
和
ノ
経
過
ユ
オ
ケ
ル
秘
密
ナ
ル
実
動
者
ト
シ
テ
、
唐
紹
儀
等
ト
、
廿
一
日
北
京
＝
赴
キ
、
震
ト
諸
多
ノ
協
商
ヲ
終
H
テ、
（カ）

日
本
＝
向
フ
ベ
シ
、
日
本
ハ
最
後
ノ
援
助
ト
シ
テ
、
皇
族
等
ノ
満
洲
独
立
宣
言
ヲ
取
消
サ
シ
メ
シ
コ
ト
ヲ
信
ズ
、
声
高
ク
シ
テ
実
無
カ
リ

シ
援
助
、
並
品
両
端
ヲ
持
セ
シ
態
度
－
一
顧
テ
、
必
ズ
コ
ノ
一
事
ハ
積
極
的
ナ
ラ
シ
コ
ト
ヲ
、
日
本
ノ
グ
メ
Z

切
望
ス
、
革
命
前
ノ
勢
力
関

係
、
又
ハ
局
外
者
ノ
報
告
ニ
モ
ト
ヅ
キ
テ
、
今
日
尚
ホ
態
度
ヲ
確
定
セ
ザ
ル
コ
ト
ハ
、
甚
シ
キ
危
険
ナ
リ
、
革
命
党
ガ
根
本
ノ
勢
力
グ
ル
コ

ト
ヲ
確
信
シ
テ
、
震
＝
六
ヶ
月
ノ
花
ヲ
モ
グ
セ
グ
ロ
ト
テ
、
何
ノ
恐
ル
ル
処
ゾ
、
グ
グ
、
震
ハ
蒙
古
独
立
ノ
背
後
品
オ
ケ
ル
ロ
シ
ア
、
満
洲

独
立
ノ
背
後
ノ
日
本
ヲ
口
実
ト
シ
テ
、
南
下
ヲ
遷
延
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
モ
、
日
本
エ
シ
テ
、
満
洲
独
立
ノ
宣
言
ヲ
取
消
サ
シ
ム
ル
ナ
ラ

パ
、
コ
ノ
大
局
ハ
殆
ド
日
本
ノ
手
ヲ
以
テ
結
プ
モ
ノ
、
講
和
以
前
＝
於
テ
、
震
＝
先
シ
ジ
テ
南
京
政
府
ヲ
承
認
シ
グ
ル
ト
同
一
ノ
好
印
象
ヲ

全
支
那
－

τ』7
フ
ベ
シ
、
コ
ノ
革
命
期
＝
於
テ
、
第
一
ノ
失
敗
者
ハ
ド
イ
ツ
＝
シ
テ
、
第
一
一
ハ
露
国
グ
リ
、
然
シ
テ
、
日
本
、
終
p
－τグ
グ
一

ノ
援
助
者
ヨ
り
一
変
シ
テ
、
第
三
ノ
失
敗
者
グ
ラ
シ
ト
ス
、
宋
君
ノ
北
上
ト
共
＝
局
面
更
－
Z
忌
転
ス
ベ
シ
、
全
力
ヲ
ア
グ
テ
日
本
政
府
＝
最

後
ノ
飛
躍
ヲ
ナ
サ
シ
メ
ョ
、
然
ラ
ズ
シ
パ
万
事
休
ス
、
ヲ
レ
、
ス
ト
レ
ー
ト
問
題
其
他
、
重
大
事
件
ア

p
、
当
地
z
留
マ

p
、
宋
君
及
ピ
他

ノ
政
府
ノ
有
力
者
ト
聯
絡
ヲ
失
ナ
ハ
ズ
、
可
否
詳
細
返
電
待
ツ
、
北
」

北
の
説
得
は
事
態
の
推
移
が
知
悉
さ
れ
て
い
る
現
在
か
ら
見
る
な
ら
ば
、
少
し
く
客
観
性
を
欠
く
か
に
見
え
る
。
し
か
し
北
と
し
て
は
混
迷
す

る
情
況
の
中
で
、
日
本
の
外
交
の
「
革
命
的
官
険
」
こ
そ
が
こ
の
事
態
を
打
開
す
る
も
の
と
信
じ
て
止
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
電
文

中
「
満
洲
国
独
立
」
に
つ
い
て
は
、
こ
の
北
の
電
報
と
同
日
附
で
宋
教
仁
か
ら
内
田
に
抗
議
電
報
が
打
電
さ
れ
た
。

幽
二
月
十
九
日
発
「
満
州
独
立
ノ
宣
言
－
一
就
テ
、
余
ハ
貴
国
ノ
真
意
ヲ
誤
解
ス
ル
モ
ノ
＝
非
ザ
レ
ド
モ
、
蒙
古
独
立
宣
言
及
ピ
日
露
協
約
再



由
リ
テ
、
輿
論
ノ
疑
惑
ヲ
如
何
ト
モ
ス
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
講
和
ハ
最
モ
誠
実
ナ
ル
平
和
克
復
ノ
グ
メ
エ
シ
テ
、
時
局
ハ
全
グ
終
局
シ
グ
リ
、
余

ハ
貴
国
ト
中
華
民
国
ト
ノ
親
善
ヲ
最
モ
希
望
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ガ
故
ェ
、
此
際
、
速
カ
一
一
貴
国
政
府
ノ
責
任
者
ヨ
リ
、
満
洲
独
立
ノ
宣
言
ガ
、

決
シ
テ
貴
国
ノ
好
ム
所
エ
非
ザ
ル
事
ヲ
弊
国
ノ
輿
論
－
一
普
及
ス
ル
ガ
知
キ
方
法
ヲ
以
テ
、
言
明
セ
ラ
シ
コ
ト
ヲ
希
望
ス
、

弊
国
ノ
利
益
ノ
ミ
エ
非
ル
ナ
リ
、
遺
回
全
権
、
宋
教
仁
」

之
レ
唯
ニ
余
及
ピ

こ
れ
ら
の
電
文
は
、

の
ち
、
「
支
那
革
命
外
史
」
の
叙
述
に
当
っ
て
、

そ
の
「
十
一
、
対
日
警
戒
の
た
め
の
北
京
中
心
」

の
項
の
素
材
と
な

っ
て
い
る
。
「
日
露
戦
争
中
の
南
満
洲
占
有
は
、

支
那
保
全
主
義
の
た
め
の
執
壁
と
し
て
な
り
き
。
日
露
協
約
に
至
り
て
の
同
一
な
る
其
れ
は
、

露
西
亜
の
分
割
政
策
に
協
力
し
助
勢
す
る
所
の
前
営
と
な
れ
り
。
何
た
る
惰
弱
卑
屈
な
る
盟
主
よ
。
」
「
園
、
信
な
く
ん
ば
立
た
ず
。
亜
細
亜
各

邦
の
盟
主
は
須
ら
く
国
歩
必
ず
天
地
の
正
道
を
踏
む
べ
し
0

・
：
日
露
戦
争
と
日
露
協
約
と
、
是
れ
を
支
那
の
側
に
立
ち
て
看
る
に
殆
ん
ど
天
使

変
じ
て
悪
魔
と
な
れ
る
も
の
の
如
し
。
・
：
排
満
革
命
の
戸
に
応
じ
て
各
省
独
立
あ
り
。
各
省
独
立
の
名
に
陰
れ
て
蒙
古
独
立
あ
り
。
（
四
十
四
年

十
一
月
三
十
日
、
外
蒙
独
立
l
筆
者
）
蒙
古
独
立
の
背
後
に
露
西
亜
あ
り
。
而
し
て
日
露
協
約
あ
り
。
」
日
露
協
商
第
一
回
は
四
十
年
七
月
三
十
日

第
二
回
は
四
十
三
年
七
月
四
日
、
そ
し
て
第
三
回
は
四
十
五
年
一
月
二
十
四
日
、
本
野
駐
露
大
使
か
ら
露
国
外
相
に
提
出
、
川
島
浪
速
が
寮
古

熔
噺
泌
王
と
蒙
古
独
立
に
関
し
て
契
約
の
成
立
を
見
た
の
が
一
月
二
十
九
日
、
こ
の
第
一
回
蒙
古
独
立
運
動
は
、
当
時
「
満
蒙
独
立
運
動
」
と

称
せ
ら
れ
、
清
朝
粛
親
王
の
北
京
か
ら
奉
天
へ
の
脱
出
に
よ
る
、
満
州
独
立
計
画
と
一
体
的
に
、
川
島
ら
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
日
本
政
府
に
よ
っ
て
否
認
さ
れ
挫
折
し
た
。

南
北
講
和
と
そ
の
結
果
で
あ
る
室
世
凱
の
臨
時
大
総
統
就
任
の
決
定
的
な
要
因
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
文
献
に
見
て
も
諸
説
区
々
で
、
必
ず

し
も
一
元
的
に
解
明
し
難
い
も
の
が
あ
る
。
震
が
共
和
制
を
承
認
し
、
参
議
院
の
決
議
に
忠
実
で
あ
る
以
上
、
革
命
側
か
ら
も
国
土
保
全
の
た

め
の
南
北
講
和
は
不
可
欠
と
さ
れ
た
。
孫
文
が
安
世
凱
に
そ
の
大
総
統
の
地
位
を
譲
っ
た
理
由
と
し
て
、
萱
野
長
知
は
専
ら
「
革
命
方
略
」
に

対
す
る
革
命
軍
側
の
無
理
解
に
、
孫
文
が
絶
望
し
た
も
の
と
す
る
。
こ
の
点
「
胡
漢
民
自
伝
」
が
、
「
同
志
が
和
議
に
傾
き
、
武
力
草
命
の
時

期
は
過
ぎ
た
も
の
と
し
た
」
と
い
っ
て
い
る
の
も
同
じ
で
為
る
。
「
自
伝
」
で
は
こ
の
他
に
、
「
北
方
勢
力
の
増
大
に
反
す
る
南
京
政

し
か
し

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て
（
西
尾
〉



北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て
（
西
尾
）

府
各
軍
の
不
統
一
、
軍
資
の
欠
之
、
倒
満
の
達
成
に
よ
る
満
足
感
、
宋
教
仁
の
自
負
と
穏
和
主
義
」
が
あ
っ
た
と
す
る
。

に
も
、
震
自
身
の
策
略
、
日
本
・
英
国
等
の
政
策
な
ど
が
有
力
な
要
因
た
り
得
た
こ
と
は
、

し
か
し
な
お
こ
の
他

以
上
の
電
文
中
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

「

外

史

」

に

「

重

荷

も

大

兵

を

擁

し

て

北

京

に

あ

り

。

モ

リ

y
y
の
奴
輩
、

し
め
て
、
英
に
依
り
て
日
露
の
野
心
を
還
し
う
せ
し
め
ざ
る
べ
し
と
す
る
に
至
ら
し
め
し
者
。
実
に
日
本
の
外
交
的
堕
落
が
、
ジ
ョ
ン
プ
ル
の

掌
上
に
翻
弄
さ
れ
し
明
証
に
非
ず
や
」
と
述
ベ
、
ま
た
「
あ
あ
諸
公
、
南
、
香
港
に
根
拠
し
て
終
に
支
那
を
財
政
的
に
併
合
せ
ん
と
し
つ
つ
あ

る
英
国
の
た
め
の
日
英
同
盟
と
、
北
、
満
蒙
を
蚕
食
し
て
分
割
の
端
を
聞
か
ん
と
す
る
露
西
亜
の
た
め
の
日
露
協
約
と
、
日
本
荷
も
保
全
主
義

を
掲
げ
て
四
億
万
民
に
臨
む
に
、
此
の
両
立
す
べ
か
ら
ざ
る
分
割
的
二
勢
力
の
走
狗
た
り
先
鋒
た
る
は
、
何
の
矛
盾
ぞ
。
：
・
日
東
君
子
園
の
面

皮
、
無
智
無
恥
に
塗
れ
て
泥
の
如
し
。
諸
公
、
不
肖
は
支
那
の
革
命
を
語
る
者
な
り
。
し
か
も
：
・
日
本
対
外
策
の
根
本
的
に
革
命
さ
る
る
な
く

ん
ば
、
両
国
の
親
善
興
信
、
断
じ
て
望
む
べ
か
ら
ざ
る
を
知
ら
ん
」
と
、
日
本
の
態
度
に
よ
っ
て
革
命
政
府
が
北
京
中
心
た
ら
ざ
る
を
得
な
い

点
を
痛
憤
し
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
北
と
し
て
は
、
孫
文
に
対
す
る
彼
独
特
な
批
判
的
立
場
か
ら
、
孫
文
の
「
自
発
的
失
脚
」
の
理
由
を

「
外
史
」
の
至
る
所
で
語
っ
て
い
る
が
、
次
の
電
文
の
如
き
も
そ
の
一
例
で
あ
る
。

而
し
て
ヂ
ョ
ル
グ
シ
公
使
の
援
護
あ
り
。

上
海
の
輿
論
を
一
変
せ

間
三
月
一
日
発
「
室
ガ
大
総
統
ト
ナ
ル
根
本
的
原
因
ハ
、
孫
君
終
ニ
リ
ノ
ノ
器
ニ
非
ザ
ル
事
ヲ
暴
露
シ
、
黄
君
何
ノ
為
ス
ナ
グ
シ
テ
、
却
y
テ

強
力
ヲ
以
テ
参
議
院
ヲ
威
嚇
シ
テ
全
国
ノ
怒
ヲ
招
キ
、
外
交
多
端
ノ
今
日
、
彼
ノ
外
支
那
ヲ
負
フ
モ
ノ
ナ
シ
ト
セ
ラ
レ
グ
ル
グ
メ
ナ
リ
、
震

－
一
謡
歌
ス
ル
者
輿
論
ノ
ス
ベ
テ
ニ
シ
テ
、
罪
、
ム
シ
ロ
孫
・
黄
ノ
ニ
君
ニ
ア
リ
、
頭
山
・
犬
養
ノ
徒
、
コ
レ
ヲ
知
ラ
ズ
シ
テ
、
足
萎
エ
ヲ
鞭

打
ツ
ガ
知
グ
、
黄
君
ヲ
責
ム
ル
ニ
酷
、
政
府
派
遣
員
・
新
開
通
信
（
員
）
ノ
ス
ベ
テ
、
マ
グ
コ
レ
ヲ
解
セ
ズ
シ
テ
、
震
ノ
野
心
ヲ
喋
々
シ
、

南
京
説
ヲ
唱
へ
、
満
洲
出
兵
－
一
ヨ
リ
テ
生
ジ
グ
ル
疑
惑
ト
相
倹
チ
テ
、
日
本
従
来
ノ
努
力
ヲ
無
視
ザ
ル
ル
ユ
至
ラ
シ
ト
ス
、
彼
等
ハ
既
ニ
日

（日カ）

本
政
界
ノ
事
情
ヲ
解
セ
ズ
シ
テ
、
基
本
ユ
オ
イ
テ
各
自
政
府
ヲ
誤
チ
、
今
マ
グ
却
y
テ
支
那
ノ
政
界
－
一
盲
目
ナ
ル
ヨ
リ
、
支
那
ニ
オ
イ
テ
日

本
外
交
ノ
苦
心
ヲ
誤
ラ
シ
メ
ツ
ツ
ア
リ
、
余
ハ
中
国
同
盟
会
員
ト
シ
テ
、
首
ヲ
失
フ
ノ
義
務
ア
ル
ト
共
ニ
、

ル
能
ハ
ズ
、
大
勢
エ
逆
フ
ベ
カ
ラ
ザ
ル
ヲ
見
テ
、
ト
オ
チ
ユ
ウ
ノ

（
四
字
意
味
不
明
、
当
地
カ
〉
ノ
策
士
、

日
本
国
民
ト
シ
テ
、
売
国
奴
グ

一
グ
ピ
城
門
ヲ
開
キ
テ
蓑
ヲ
迎
フ
ル



ノ
時
、
外
人
ノ
身
ヲ
以
テ
、
内
政
＝
容
蟻
ス
ル
ス
ラ
礼
＝
非
ザ
ル
ェ
、
加
へ
テ
処
士
横
議
ヲ
ホ
シ
イ
マ
マ
エ
ス
ル
ハ
何
ゾ
ャ
、
孫
・
黄
ノ
ニ

君
ス
ラ
、
彼
等
エ
対
シ
テ
甚
シ
キ
悪
感
ヲ
抱
グ
エ
至
リ
シ
ハ
、
自
業
自
得
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
、
余
一
人
ノ
身
ハ
、
所
謂
支
那
通
ト
選
ヲ
異
エ
シ

テ
遇
セ
ラ
ル
ル
ヲ
得
グ
ル
今
日
、
在
留
浪
人
ノ
ス
ベ
テ
、
日
本
新
聞
紙
ノ
ス
ベ
テ
ガ
、
形
勢
ヲ
解
セ
ズ
、
言
辞
ヲ
ホ
シ
イ
マ
マ
＝
ス
ル
ガ
グ

メ
ェ
、
余
ハ
同
盟
会
員
ノ
義
務
ト
シ
テ
、
正
々
ノ
議
論
ヲ
敢
テ
ス
ル
能
ハ
ズ
、
革
命
時
代
ハ
ス
ベ
テ
群
衆
心
理
ヲ
待
y
テ
（
以

v
テ
カ
）
解

ス
ベ
グ
、
感
情
ア
リ
テ
理
性
ナ
シ
、
モ
ト
ヨ

p
、
余
ハ
従
来
ノ
孫
・
黄
ヲ
重
視
セ
ザ
ル
行
動
ヲ
継
続
シ
テ
、
革
党
ノ
捲
土
重
来
ノ
グ
メ
ニ
今

日
初
メ
テ
一
身
惜
カ
ラ
ズ
ノ
覚
悟
ヲ
生
ジ
グ
レ
ド
モ
、
グ
グ
、
余
ガ
日
華
両
国
ノ
外
国
関
係
一
一
於
テ
、
小
サ
キ
連
鎖
グ
ル
ガ
故
ニ
、
本
国
ノ

国
是
ヲ
誤
ル
モ
ノ
、
所
謂
支
那
通
ナ
リ
ト
シ
テ
訴
ヘ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
、
実
ニ
当
地
ノ
有
力
者
ノ
全
部
、
及
ピ
輿
論
ノ
ス
ベ
テ
ガ
、
彼
等
ガ
大
勢

上
知
ラ
ズ
シ
テ
北
京
説
ヲ
排
シ
、
非
講
和
論
ヲ
唱
へ
、
震
ヲ
悪
罵
シ
テ
、
挙
国
一
致
ノ
感
情
ヲ
牒
摘
セ
ル
ガ
グ
メ
ェ
、
日
本
ハ
戦
乱
ノ
延
引

ヲ
謀
り
テ
、
満
洲
ヲ
第
二
ノ
朝
鮮
グ
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト
シ
、
彼
等
ガ
曽
テ
日
本
政
府
ヲ
左
右
シ
得
ル
ガ
如
グ
広
言
セ
ル
ガ
グ
メ

ェ
、
実
＝
日
本
政
府
が
彼
等
ヲ
放
チ
テ
煽
動
ス
ル
モ
ノ
ト
、
誤
解
セ
ル
ヲ
知
何
ト
モ
ス
ル
能
ハ
ズ
、
彼
等
ハ
本
国
ユ
於
テ
モ
、
多
グ
有
用
ナ

ラ
ザ
ル
君
子
（
分
子
カ
）
ナ
ル
ハ
論
ナ
キ
モ
、
彼
等
－
一
ヨ
リ
テ
日
本
ノ
輿
論
ハ
誤
ラ
レ
、
誤
ラ
レ
グ
ル
輿
論
ガ
直
チ
＝
当
地
ノ
輿
論
－
一
反
響

シ
、
全
支
那
ニ
憤
然
グ
ル
敵
慨
心
ヲ
起
シ
ツ
ツ
ア
ル
ニ
於
テ
ハ
、
余
ハ
切
ニ
朝
野
ノ
カ
エ
ヨ
リ
テ
、
本
国
ノ
輿
論
ノ
一
変
ヲ
望
マ
ザ
ル
ヲ
得

ズ
、
コ
ノ
電
報
ハ
民
立
報
編
集
局
及
ピ
都
督
府
ノ
一
覧
ヲ
経
テ
打
電
ス
ル
モ
ノ
、
余
ハ
諸
君
ノ
手
ニ
ヨ
リ
テ
一
変
サ
レ
グ
ル
輿
論
ノ
照
電
ヲ

鶴
首
シ
テ
待
ツ
モ
ノ
ナ
リ
、
当
地
ノ
ツ
レ
ハ
、
余
、
返
電
ヲ
待
チ
、
責
（
任
）
一
一
於
テ
努
力
ス
ベ
シ
、
北
」

震
を
南
京
に
来
た
ら
し
め
る
こ
と
こ
そ
、
革
命
達
成
の
た
め
の
必
須
条
件
と
さ
れ
な
が
ら
、
室
は
終
に
南
下
せ
ず
、
い
ま
、
却
っ
て
革
軍
側

自
身
、
北
京
中
心
の
国
民
統
一
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
外
的
原
因
と
し
て
、
あ
た
か
も
こ
の
時
点
で
企
て
ら
れ
た
日
本
側
の
満
蒙
独
立
運

動
が
あ
り
、
そ
れ
が
中
国
側
の
民
族
結
集
の
意
識
を
刺
激
し
た
こ
と
は
、
前
掲
宋
教
仁
の
内
田
宛
抗
議
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
延
い

て
頭
山
等
の
「
内
政
干
渉
」
的
な
「
南
北
妥
協
反
対
」
は
、
干
渉
が
そ
の
本
意
で
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
中
国
側
は
、
日
本
の
中
国
に
対
す

る
「
分
裂
政
策
」
と
し
て
の
疑
心
を
惹
き
お
こ
す
点
を
北
は
強
調
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
「
東
亜
先
覚
志
士
記
伝
」
中
巻
四
五
九
頁
の
、

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）
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北
が
葛
生
に
示
し
た
国
民
党
機
関
紙
の
内
容
が
、
国
民
党
側
の
、
犬
養
・
頭
山
に
対
す
る
態
度
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
前
掲
聞
の

葛
生
の
内
田
宛
電
文
、
「
今
大
勢
震
＝
向
ヒ
、
排
日
感
情
甚
シ
キ
ハ
」
云
々
は
、
む
し
ろ
皮
相
的
な
理
解
と
い
う
事
に
な
る
。
ま
た
こ
の
闘
で
、

北
が
「
第
二
ノ
朝
鮮
」
云
々
と
い
う
点
は
、
報
告
書
簡
の
方
に
も
見
え
た
問
題
で
あ
り
、
既
に
夙
く
北
が
内
田
に
対
し
て
批
判
的
に
与
え
た
響

告
が
、
い
ま
や
事
実
と
し
て
、
両
国
聞
を
誤
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

6 

以
上
、
「
宋
教
仁
の
渡
日
に
関
す
る
電
文
一

O
通
」
お
よ
び
「
日
本
と
革
命
政
府
聞
の
関
係
に
つ
い
て
の
電
文
六
通
」

以
下
は
「
革
命
軍
救
援
及
び
借
款
問
題
」
に
関
す
る
三
通
の
電
文
、
倒
・
闘
・
闘
の
紹
介
で
あ
る
。

間
一
月
二
十
六
日
発
「
五
十
万
円
借
り
テ
グ
レ
、
三
人
連
名
ノ
証
書
、
軍
票
担
保
、
ヲ
ワ
カ
（
意
味
不
明
）
日
本
エ
ユ
キ
、
外
交
機
密
費
ト
シ

グ
シ
、
他
エ
秘
密
、
返
マ
ツ
」

側
二
月
十
七
日
発
「
余
ハ
天
ノ
カ
z

ヨ
り
テ
、
四
国
借
款
ノ
役
者
ス
ト
レ
ー
ト
ヲ
捕
ヘ
シ
ト
シ
ツ
ツ
ア
リ
、
必
ズ
成
功
ス
ベ
シ
、
支
那
ノ
外

交
問
題
ハ
即
チ
借
款
問
題
ナ
リ
、
草
命
党
ノ
真
ノ
援
助
者
ハ
日
本
ト
米
国
ナ
ル
ベ
グ
、
広
大
ナ
ル
支
那
大
陸
ハ
、
米
国
ノ
資
本
昌
依
ラ
ザ
レ

パ
富
裕
ナ
ル
能
ハ
ズ
、
而
シ
テ
支
那
ノ
富
裕
ハ
日
本
顧
客
ノ
富
裕
ナ

p
、
余
ハ
、
余
ノ
（
コ
ノ
カ
）
革
命
期
＝
於
テ
、
日
本
ト
米
国
ト
ヲ
借

款
品
於
テ
結
合
シ
、
満
洲
利
権
ノ
威
嚇
グ
P
Y
米
国
資
本
ヲ
一
転
シ
テ
、
「
日
米
借
款
」
ノ
名
ヲ
以
テ
、
日
本
ノ
資
本
ト
合
同
セ
シ
メ
、
革

命
政
府
ノ
基
礎
ト
ナ
サ
シ
ト
欲
ス
、
之
レ
革
命
政
府
ノ
正
義
ヲ
主
ト
ス
ル
外
交
方
針
品
基
キ
、
日
本
ト
米
国
ト
ノ
合
同
ハ
東
洋
平
和
ノ
保
障

ナ
リ
、
革
命
政
府
ハ
、
中
央
集
権
制
＝
ヨ

p
テ
親
日
主
義
ナ
ル
ト
共
＝
、
共
和
政
体
グ
ル
故
ヲ
以
テ
親
米
主
義
ナ
ル
ヲ
免
ル
ベ
カ
ラ
ズ
、
支

那
ハ
日
本
ト
米
国
ト
エ
各
異
レ
ル
依
頼
ス
ベ
キ
モ
ノ
ヲ
宥
シ
、
日
本
モ
米
国
モ
各
々
支
那
ヲ
私
セ
シ
ト
企
ル
コ
ト
ハ
不
可
能
－
一
シ
テ
且
w
J

無

品
H
N

策
極
マ
ル
、
余
品
マ
デ
、
コ
コ
＝
通
牒
セ
ラ
レ
グ
ル
資
本
ノ
ミ
エ
テ
モ
、
三
千
万
円
＝
上
ル
ニ
於
テ
ハ
、
余
ハ
之
レ
ヲ
ス
ト
レ
ー
ト
ノ
一
億

円
ト
合
同
セ
シ
メ
パ
、
日
本
権
力
者
及
ピ
実
業
家
ノ
奮
起
＝
ヨ
リ
テ
、
彼
ト
同
額
、
文
ハ
少
グ
モ
半
額
＝
達
ス
ベ
キ
ヲ
信
ゼ
シ
ト
欲
ス
、
是

の
紹
介
を
終
っ
た
。



レ
中
華
民
国
ノ
外
交
国
是
グ
ル
ベ
グ
、
或
一
人
ノ
カ
ヲ
以
テ
成
就
サ
ル
ベ
キ
ェ
非
ザ
ル
ガ
故
ェ
、
余
ハ
遣
日
全
権
代
表
宋
教
仁
ノ
同
意
ヲ
求

メ
テ
、
孫
大
総
統
一

τ出
方
針
ヲ
貫
徹
ス
ベ
キ
決
意
ヲ
確
カ
メ
、
参
議
院
ノ
有
力
者
、
輿
論
ノ
指
導
者
、
及
ピ
ス
ト
レ
ー
ト
氏
ノ
希
望
ス
ル
伍

廷
芳
ニ
モ
、
同
意
ヲ
得
ジ
ト
欲
ス
、
己
ユ
運
動
－
一
着
手
、
赤
心
翼
グ
ハ
三
国
政
府
ユ
適
ゼ
シ
、
四
国
借
款
ノ
如
キ
浪
費
エ
非
ズ
、
「
国
立
銀

行
見
換
準
備
金
」
ト
シ
テ
求
ム
、
二
億
ノ
基
金
ア
ラ
パ
、
信
用
貨
幣
国
グ
ル
支
那
ハ
、
優
ニ
十
億
ノ
紙
幣
ヲ
発
行
シ
テ
、
直
チ
ニ
根
本
的
財

政
整
理
グ
ル
ベ
グ
、
日
米
手
ヲ
執
y
テ
新
支
那
ノ
建
設
者
グ
ル
ベ
シ
、
此
ノ
意
ヲ
ア
ラ
カ
ジ
メ
権
力
者
－
一
通
ゼ
ョ
、
条
件
大
凡
ツ
四
ヶ
国
借

款
位
ノ
見
込
、
北
」

岡
三
月
十
二
日
発
「
小
美
田
氏
ノ
五
十
万
円
ト
、

ッ
、
ス
グ
ヘ
シ
、
北
」

な
お
、
以
上
と
無
関
係
と
思
わ
れ
る
が
、
次
の
一
通
を
附
記
し
て
お
く
。

大
阪
ノ
二
十
万
円
ハ
饗
元
洪
ニ
向
ケ
グ
シ
、
各
々
大
至
急
出
発
サ
セ
テ
グ
レ
、
何
時
立

岡
田
月
二
日
発
「
統
一
政
府
成
立
ノ
見
込
ナ
キ
ガ
、

コ
ノ
際
、
代
表
者
ヲ
貴
地
ニ
連
レ
、
根
本
問
題
、
資
金
問
題
相
談
ス
ル
必
要
ア
リ
、
時

期
迫
ル
、

ヘ
シ
デ
シ
、
佐
藤
」

倒
と
聞
は
一
連
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
が
、
詳
細
は
目
下
の
と
こ
ろ
不
明
あ
る
。
闘
は
、
ほ
ぼ
「
外
史
」
の
「
十
二
」
の
「
米
国
借
款
の
執

達
吏
」
の
項
に
関
聯
す
る
電
文
で
あ
る
。
「
外
史
」
に
見
ら
れ
る
北
の
辛
亥
革
命
観
は
、
一
面
そ
の
電
文
に
も
い
っ
て
い
る
よ
う
に
、
「
支
那
の

外
交
問
題
は
即
ち
借
款
問
題
な
り
」
で
為
る
。
辛
亥
革
命
勃
発
の
直
接
動
機
は
、
盛
宣
懐
の
英
米
独
仏
四
国
借
款
に
対
す
る
輿
論
の
激
昂
に
あ

り
、
孫
文
の
臨
時
大
総
統
辞
任
も
そ
の
一
因
は
漢
冶
再
三
井
借
款
に
対
す
る
、
中
国
国
民
の
憤
激
と
孫
文
思
避
に
あ
り
と
北
は
考
え
て
い
る
。

そ
し
て
さ
ら
に
日
本
に
対
し
て
信
頼
を
置
く
こ
と
で
、
自
ら
独
立
の
た
め
苦
闘
し
つ
つ
あ
る
草
命
軍
に
対
し
て
、
日
本
は
武
器
供
与
で
彼
等
を

裏
切
り
、
日
露
協
約
と
満
蒙
独
立
運
動
に
よ
っ
て
彼
等
を
怒
ら
せ
、
内
政
干
渉
的
行
為
に
よ
っ
て
三
度
、
中
国
親
日
派
を
す
ら
失
望
さ
せ
た

上
、
い
ま
ま
た
英
米
独
仏
の
四
カ
国
借
款
国
側
に
馳
せ
加
わ
っ
て
四
度
び
こ
れ
を
裏
切
ら
ん
と
し
つ
つ
あ
る
。
「
あ
あ
度
す
べ
か
ら
ざ
る
亜
細

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

〈
西
尾
）
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ハ

亜
の
盟
主
よ
」
、
「
明
白
に
財
政
的
亡
国
の
陥
穿
た
る
彼
の
六
国
借
款
団
に
参
加
す
る
こ
と
を
以
っ
て
、
自
ら
保
全
主
義
に
忠
実
な
る
者
の
如
く

信
ぜ
し
は
何
た
る
無
智
ぞ
」
。
こ
の
借
款
は
、
は
じ
め
震
世
凱
に
対
す
る
英
米
独
仏
四
国
借
款
固
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に

日
露
が
参
加
し
、
翌
年
、
米
国
の
脱
退
に
よ
っ
て
、
「
英
国
本
位
の
五
国
借
款
団
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
北
は
、
こ
の
英
国
闇
使
下
に
お

か
れ
る
日
本
外
交
の
儒
弱
に
我
慢
な
ら
な
い
。
「
不
肖
が
楊
子
江
流
域
に
お
け
る
英
国
の
所
謂
優
越
権
を
否
認
せ
ん
と
欲
す
る
は
、
彼
及
び
列

強
の
支
那
に
加
へ
つ
つ
あ
る
経
済
的
侵
略
を
保
全
主
義
の
名
に
於
て
許
容
す
る
能
は
ざ
る
が
た
め
な
り
。
」
「
日
本
の
正
義
と
強
力
は
、
今
日
英

国
の
資
本
に
支
那
の
将
に
屠
殺
さ
れ
ん
と
し
つ
つ
あ
る
を
観
て
、
其
保
全
主
義
の
励
行
に
怯
儒
な
る
べ
き
か
」
。
「
英
国
の
資
本
が
支
那
を
半
ば

亡
国
に
陥
れ
つ
つ
あ
る
今
日
、
日
本
は
終
に
英
国
の
随
伴
よ
り
脱
す
る
能
は
ざ
る
か
」
。
そ
し
て
こ
の
日
英
関
係
は
、
終
に
は
中
国
国
民
を
し

て
、
日
本
を
去
り
、
英
国
に
ゆ
か
し
め
る
結
果
と
な
ろ
う
。
「
彼
等
国
民
は
、
：
・
卑
劣
な
る
材
狼
の
盟
主
に
望
を
嘱
す
る
よ
り
も
、
日
本
を
圧

迫
聞
使
し
つ
つ
あ
る
英
国
の
危
険
な
る
保
全
策
に
依
頼
す
る
の
遥
か
に
危
険
な
き
を
見
た
り
」
。
「
英
国
は
日
本
を
駆
使
し
つ
つ
誹
誘
す
る
こ
と

「
支
那
に
指
導
権
を
強
要
し
た
る
日
本
の
上
に
、
英
国
の
指
導
権
あ
り
」
。
革
命
政
府
と
結
合
す

に
よ
り
て
、
全
支
那
の
景
仰
を
受
け
た
り
」
。

る
こ
と
で
、
新
中
国
に
対
す
る
優
越
権
確
保
の
可
能
性
を
掌
握
し
て
い
る
と
確
信
す
る
北
と
し
て
、
英
国
の
中
国
支
配
の
優
越
を
無
力
な
ら
し

め
る
新
借
款
を
日
本
の
側
か
ら
提
唱
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
成
功
は
、
日
本
対
華
外
交
の
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
が
糊

の
日
米
合
資
の
対
華
借
款
提
唱
の
背
景
に
存
立
し
た
。
「
ア
ジ
ア
モ
シ
ロ

l
主
義
者
」
で
あ
る
北
と
し
て
、
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
ア
メ
リ
カ
に
好

意
を
も
っ
た
と
も
い
え
る
が
、
こ
の
時
点
で
の
真
意
は
、
や
は
り
、
日
本
の
借
款
能
力
を
い
ま
一
度
、
日
中
聞
の
信
頼
関
係
に
転
用
し
た
い
希

望
と
、
満
州
に
お
け
る
将
来
の
日
米
関
係
の
対
立
の
璃
芽
を
、
対
中
華
援
助
の
形
に
振
替
え
て
調
整
し
た
い
希
望
が
あ
っ
て
、
こ
の
電
文
に
も

そ
れ
は
示
さ
れ
て
い
る
。

当
時
に
お
い
て
悪
化
し
て
ゆ
く
日
中
関
係
の
重
要
な
外
交
問
題
が
、
日
英
同
盟
と
日
露
協
商
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
生
ず
る
日
本
の
対
中
政
策

の
自
己
矛
盾
、
即
ち
中
国
保
全
主
義
に
対
す
る
、
資
本
主
義
的
侵
略
と
軍
事
的
な
満
蒙
分
割
の
旧
路
線
を
、
い
か
に
も
し
て
変
更
し
草
命
し

て
、
日
中
不
可
分
の
関
係
を
作
り
出
し
た
い
と
い
う
の
が
、
現
地
に
お
け
る
当
事
者
と
し
て
の
北
の
念
顕
で
あ
っ
た
。



以
上
が
内
国
家
所
蔵
辛
亥
革
命
電
文
集
五
十
八
通
、
内
、
北
一
輝
関
係
推
定
三
十
六
通
（
正
確
に
北
発
電
と
判
明
す
る
も
の
二
十
八
遇
、
推
定
八
通
）

そ
の
他
に
つ
い
て
の
、
ほ
ぽ
全
面
的
な
紹
介
で
あ
る
。

昭
、
四
六
・
五
・
一

O
稿

本
稿
は
福
岡
ユ
ネ
ス
コ
協
会
企
画
「
九
州
文
化
綜
合
研
究
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
資
料
提
供
者
内
国
家
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
る
。

北
一
輝
の
辛
亥
革
命
電
文
集
に
つ
い
て

（
西
尾
）
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On "The Collection of Ikki Kita's Telegrams" in 
the Chinese Revolution of 1911 

Yotaro NISHIO 

The present writer reviewed the lkki's letters on the Revolution of 

191;1. in China (Hsin Hai Ko Ming) addressed to Ryohei Uchida in "The 

SHIEN" (Aug. 1971). In this issue the writer made a further review 

of his 36 telegrams during the Revolution, which were sent to Ryohei 

Uchida for five months from October, 1911 to the next march. 

These telegrams show the fact that Kita was closely connected 

with Sun Chiao J~n during the Revolution. Several points on the 

telegrams are note-worthy. (1) The early process of the Revolution 

in which both Kita and Sun participated with the same standpoint. 

(2) The fact that Kita had taken the initiative to the revolutionary 

army in the early stages of the Revolution. (3) The advices and 

comments which Kita gave on the foreign policy of Japan. (4) Kita's 

serious desire to establish the "epochmaking" friendship between Ja­

pan and China through his advices and comments; and Kita's political 

intention to remove the colonial rule of England to China. 

Further the writer should like to add that he contributed to this 

issue the unpublished data, including that Mitsui Products Company 

(MITSUI BUSSAN K.K.) granted a loan of 300, 000 to the revolutionary 

army in China. 
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